
［No. 6 2］

2 0 0 7年

［１日. 16日　月２回発行］

10 1616
10

広報

縦
走
成
年
女
子
で
は
、吉
田・加
賀
谷
コ
ン
ビ
で
Ｖ
！

本
市
選
手
も
秋
田
躍
進
に
貢
献

わ
か
杉
国
体

　
９
日
に
閉
幕
し
た
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
は
、
各
種
目
で
北
秋
田
市
勢
も
大
活
躍
し
ま
し
た
。
森
吉
山
特
設
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
た
縦
走
競
技
で
は
、
成
年
女
子
で
吉
田
麻
衣
子
（
川
井
）・
加
賀
谷
絵
里
（
鷹
巣
高
校
勤
務
）
両
選

手
が
自
己
記
録
を
大
き
く
更
新
す
る
力
走
で
優
勝
、
ま
た
少
年
女
子
で
も
吉
田
里
美
・
畠
山
菜
都
美
両
選
手
（
鷹

巣
高
校
）
の
ペ
ア
で
準
優
勝
と
、
秋
田
躍
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。（
２
～
13
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　前を行く山口の選手を追いゴール直前
で力走する吉田麻衣子選手。自己記録を
３分以上縮める５１分１７秒で第３位。

　前を行く山口の選手を追いゴール直前
で力走する吉田麻衣子選手。自己記録を
３分以上縮める５１分１７秒で第３位。

　個人トップの加賀谷絵里選手。た
だ１人４９分台の記録でゴール。
　個人トップの加賀谷絵里選手。た
だ１人４９分台の記録でゴール。



第
６２
回
国
民
体
育
大
会（
秋
田
わ
か
杉
国
体
）閉
幕 
君
の
ハ
ー
ト
よ
位
置
に
つ
け
～ 

躍
進
秋
田
県
、天
皇
杯・皇
后
杯
を
獲
得 
躍
進
秋
田
県
、天
皇
杯・皇
后
杯
を
獲
得 
躍
進
秋
田
県
、天
皇
杯・皇
后
杯
を
獲
得 

　
第
62
回
国
民
体
育
大
会（
秋
田
わ
か
杉
国
体
）本
大
会
は
、

９
月
29
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
11
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、

秋
田
県
が
初
の
男
女
総
合
優
勝（
天
皇
杯
獲
得
）、女
子
総
合

優
勝（
皇
后
杯
獲
得
）を
決
め
ま
し
た
。本
市
で
行
わ
れ
た
競

技
で
も
、成
年
女
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、山
岳
縦
走
、フ

ェ
ン
シ
ン
グ
で
優
勝
、準
優
勝
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
る
な
ど
本

県
チ
ー
ム
は
総
合
成
績
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、多
く
の
市
民
の
協
力
に
支
え

ら
れ
た
各
競
技
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
４
～
13
頁
）。　 

開会式での選手団入場行進。秋田県チームはこれまで最大の１０６６人の選手団を結成
し、悲願の天皇杯・皇后杯獲得をめざして大会に臨みました。（写真は、他県の倍以上の
選手が参加した秋田県選手団の行進）

開会式での選手団入場行進。秋田県チームはこれまで最大の１０６６人の選手団を結成
し、悲願の天皇杯・皇后杯獲得をめざして大会に臨みました。（写真は、他県の倍以上の
選手が参加した秋田県選手団の行進）

９月29日、秋田市雄和の
県営陸上競技場で開かれ
た総合開会式で 

９月2 9日、秋田市雄和の
県営陸上競技場で開かれ
た総合開会式で 

大
会
期
間
中
灯
さ
れ
、競
技
を
見
守
り
続
け
た
炬
火
。点
火
役
を
務
め
た
の
は
最

終
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子
の
渡
部
祐
敬
選
手（
能
代

工
高
３
年
）と
陸
上
成
年
女
子
の
茂
木
智
子
選
手（
秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
）

大
会
期
間
中
灯
さ
れ
、競
技
を
見
守
り
続
け
た
炬
火
。点
火
役
を
務
め
た
の
は
最

終
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子
の
渡
部
祐
敬
選
手（
能
代

工
高
３
年
）と
陸
上
成
年
女
子
の
茂
木
智
子
選
手（
秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
）

　広報きたあきた　19．10．16  ２ 

▲開会式をご覧になる
　天皇皇后両陛下

  

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
は
、県
や
各
競
技
団
体
な
ど
に

よ
る
国
体
誘
致
活
動
に
合
わ
せ
、合
併
前
の
平
成
７

年
頃
か
ら
各
市
町
村
で
開
催
競
技
の
要
望
・
調
整
が

始
ま
り
、平
成
16
年
７
月
、正
式
決
定
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、新
市
誕
生
後
の
平
成
17
年
８
月

に
国
体
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、地
域

団
体
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
国
体
の
成
功
に
向

け
て
市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
秋
田
県
で
は
昭
和
36
年
の
秋
田
国
体
以
来
の
開
催
。

今
大
会
で
は
、公
開
競
技
を
含
め
38
競
技
に
47
都
道

府
県
約
２
万
５
千
人
の
選
手
ら
が
参
加
し
、19
の
市

と
町
、85
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
４
競
技
が
行
わ
れ
、秋
田
県
チ
ー
ム
は

前
半
に
行
わ
れ
た
山
岳
競
技
の
縦
走
で
成
年
男
女

が
優
勝
、少
年
男
女
が
準
優
勝
。後
半
で
も
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
成
年
女
子
９
人
制
、フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
は
少

年
男
子
フ
ル
ー
レ
、成
年
女
子
フ
ル
ー
レ
で
優
勝
す

る
な
ど
、市
民
応
援
団
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
大
活

躍
し
ま
し
た
。 

　
特
に
、北
秋
田
市
勢
が
出
場
し
た
山
岳
縦
走
競
技

の
成
年
・
少
年
女
子
、フ
ェ
ン
シ
ン
グ
少
年
男
子
の

活
躍
は
、市
民
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

　
各
競
技
で
の
本
県
チ
ー
ム
に
よ
る
活
躍
の
結
果
、

秋
田
県
の
成
績
は
前
回
の
秋
田
国
体
で
の
２
位
を

上
回
り
悲
願
の
天
皇
杯
獲
得
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

本
市
開
催
の
各
競
技
で
も
市
民
応
援
団
の

声
援
を
受
け
秋
田
県
チ
ー
ム
が
大
活
躍 

　
秋
田
県
の
歴
史
と
文
化
を
表
現
す

る
式
典
前
演
技
で
は
、本
市
の
白
坂

遺
跡
か
ら
出
土
し
た「
笑
う
岩
偶
」の

巨
大
バ
ル
ー
ン
も
登
場

　
秋
田
県
の
歴
史
と
文
化
を
表
現
す

る
式
典
前
演
技
で
は
、本
市
の
白
坂

遺
跡
か
ら
出
土
し
た「
笑
う
岩
偶
」の

巨
大
バ
ル
ー
ン
も
登
場

県内９地区で採火された炬火。本市で採火された「阿仁マタギの火」は、
上小阿仁中学校３年の船木孝平君が持って入場しました（右から２番目）

　広報きたあきた　19．10．16　 ３ 



　
本
市
で
行
わ
れ
た
競
技
の
う
ち
、森

吉
山
特
設
コ
ー
ス
が
会
場
と
な
っ
た
山

岳・縦
走
競
技
で
は
、秋
田
県
チ
ー
ム
は

本
市
勢
も
大
活
躍
し
、成
年
男
女
が
優

勝
、少
年
男
女
も
準
優
勝
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、天
皇
杯（
男
女
総
合
成
績
）、

皇
后
杯（
女
子
総
合
成
績
）順
位
の
押
し

上
げ
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

  
　
山
岳
競
技
は
、山
を
走
る「
縦
走
」と
、

人
工
の
壁
を
登
る「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」の

２
つ
の
競
技
の
総
合
成
績
で
争
わ
れ
ま

す
。秋
田
県
チ
ー
ム
は
、縦
走
競
技
が
国

体
競
技
と
し
て
は
最
後
の
大
会
と
な
る

こ
と
も
あ
り
、成
年
男
女
、少
年
男
女
と

も
縦
走
を
重
視
し
、何
度
も
国
体
コ
ー

ス
で
試
走
を
重
ね
る
な
ど
成
年
・
少
年

男
女
全
種
目
で
の
勝
利
を
目
指
し
て
国

体
本
番
に
備
え
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
、ま
ず
９
月
30
日
に
行
わ

れ
た
成
年
男
子
で
は
期
待
ど
お
り
藤
田

慎
吾
選
手（
秋
田
工
高
教
員
）が
２
着
で

ゴ
ー
ル（
42
分
00
秒
）。チ
ー
ム
メ
イ
ト

の
伊
藤
竜
太
選
手（
秋
田
自
衛
隊
）も
８

着
、総
合
で
見
事
第
１
位
。 

　
縦
走
を
制
し
た
藤
田
選
手
は
、「
タ
イ

ト
ル
を
取
る
自
身
は
あ
っ
た
。こ
の
競

技
は
、国
体
で
は
最
後
と
な
っ
た
が
、世

界
で
は「
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
」と
し
て
広
く

行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
。こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
底
辺
拡
大
に
貢
献
し
た

い
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
２
日
目
の
10
月
１
日
に
は
、成
年
男

子
の
大
熱
戦
の
余
韻
が
残
る
中
、成
年

女
子
、少
年
男
子
・
女
子
３
種
目
の
決

勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
３
種
目
は
前
日
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
を
終
え
、縦
走
の
結
果
次
第
で
勝

敗
の
行
方
が
決
ま
る
こ
と
か
ら
、ス
タ

ー
ト
地
点
や
コ
ー
ス
沿
道
で
は
、各
チ

ー
ム
の
監
督
や
家
族
ら
が
列
を
な
し
て

競
技
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。。 

　
午
前
10
時
30
分
、成
年
女
子
15
チ
ー

ム
30
人
、少
年
男
子
16
チ
ー
ム
32
人
、少

年
女
子
15
チ
ー
ム
30
人
、総
勢
92
人
が

一
斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。 

　
３
種
目
同
時
ス
タ
ー
ト
の
た
め
、大

会
役
員
は
３
色
に
分
け
ら
れ
た
ゼ
ッ
ケ

ン
と
番
号
で
区
別
を
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。コ
ー
ス
途
中
で
の
通
過
確
認

地
点
で
も
、場
所
に
よ
っ
て
は
一
団
で

駆
け
つ
け
る
選
手
の
力
走
を
前
に
、そ

の
区
別
と
通
過
の
最
終
報
告
に
一
時
の

緩
み
も
許
さ
れ
な
い
緊
迫
の
レ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。 

　
コ
ー
ス
終
盤
の
海
抜
１
０
４
０
ｍ
地

点
は
、勾
配
が
き
つ
い
ゴ
ー
ル
前
最
大

の
難
関
ポ
イ
ン
ト
。コ
ー
ス
脇
で
は
、各

県
関
係
者
な
ど
の
大
き
な
声
援
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
秋
田
県
チ
ー
ム
は
、成
年
女
子
で
は

加
賀
谷
絵
里
選
手（
県
体
協
＝
鷹
巣
高

校
勤
務
）、吉
田
麻
衣
子
選
手（
県
体
協

＝
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
勤
務
）、少
年

女
子
が
吉
田
里
美
選
手（
鷹
巣
高
）・
畠

山
菜
都
美
選
手（
同
）と
北
秋
田
市
勢
が

出
場
。地
元
応
援
団
の
大
き
な
声
援
を

受
け
た
４
人
は
、満
身
の
力
を
出
し
切

っ
て
森
吉
山
の
中
腹
を
駆
け
抜
け
、成

年
女
子
で
優
勝
、少
年
女
子
が
準
優
勝

と
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、秋
田
工
業
高
校
の
石
田
健
祐
、

進
藤
将
両
選
手
が
出
場
し
た
少
年
男
子

も
準
優
勝
し
、県
チ
ー
ム
は
森
吉
山
が

国
体
最
後
の
競
技
会
場
と
な
っ
た
縦
走

競
技
で
記
念
す
べ
き
記
録
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

成
年
男
女
Ｖ・少
年
男
女
準
Ｖ
！ 

成
年・少
年
女
子
の
原
動
力
は
北
秋
田
市
勢 

縦
走
競
技 

県
チ
ー
ム 

ま
ず
、成
年
男
子
で
優
勝 

北
秋
田
市
勢
で
Ｖ
、準
Ｖ 

成
年
女
子・少
年
女
子 

森
吉
山
特
設
コ
ー
ス 

９
月
30
日・
10
月
１
日 

山岳競技で天皇杯第１位、皇后杯３位に輝いた秋田県チーム山岳競技で天皇杯第１位、皇后杯３位に輝いた秋田県チーム

　広報きたあきた　19．10．16  ４ 

▲スタートする成年男子選手９４人。１７kgの重りを背負い（成年女子・少年男子は１２kg、少年女子が８kg）、
延長７.２ｋｍ、高度差６０１ｍの過酷なコースでタイム（チーム２人の総合成績）を競います

成
年
女
子
の
吉
田
麻
衣
子
選
手（
上
）と
加
賀
谷
絵
里
選
手（
下
）。２
人
は
花
輪
高
校
時
代
、全
国
高
校
女
子
駅
伝
で
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
大
路
を
走
っ
た
仲
。国
体
最
後
と
な
っ
た
こ
の
種
目
で
ま
た
一
つ
大
き
な
思
い
出
を
作
り
ま
し
た

▲表彰台の吉田さん（右）。皇后杯順位は山口と
長崎が同点で１位。秋田・宮城が３位。

▼少年女子には、鷹巣高校の吉田里
美選手（３年）と畠山菜都美選手（２
年）が出場しました。吉田さんが４着、
畠山さんが１０着と、２人の合計得
点で第２位。（写真は吉田さん）

　ゴール会場で給水準
備をする高校生ボラン
ティア。ゴール会場へ
は役員、ボランティア
の全員が「登山」をして
通いました

▲縦走競技優勝の成年男子チーム。左か
ら柘植敏朗監督、宮田仁選手、伊藤竜太選手、
藤田慎吾選手。天皇杯（男女総合成績）で
も栄冠を獲得

▲

▼

ゴールする吉田麻衣子選手ゴールする吉田麻衣子選手

２着でゴールする
成年男子の藤田慎吾選手

　広報きたあきた　19．10．16　 ５ 



　広報きたあきた　19．10．16  ６ 

　
人
工
壁
に
設
置
さ
れ
た
わ
ず
か
な
突
起
物

（
ホ
ー
ル
ド
）
を
利
用
し
、
６
分
間
の
間
に

各
チ
ー
ム
２
人
が
同
時
に
約
15
ｍ
の
人
工
の

壁
を
登
り
、
到
達
高
度
点
を
競
う
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
競
技
。 

　
競
技
は
、
軽
快
な
音
楽
を
背
景
に
、
Ｄ
Ｊ

（
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
）
に
よ
る
紹
介
で

選
手
が
登
場
す
る
独
特
の
ム
ー
ド
の
中
で
行

わ
れ
、
手
指
の
滑
り
止
め
用
の
チ
ョ
ー
ク
パ

ウ
ダ
ー
、
落
下
し
た
と
き
の
安
全
確
保
用
具

（
ロ
ー
プ
、
ハ
ー
ネ
ス
、
カ
ラ
ビ
ナ
等
）
な

ど
を
用
い
、
ビ
ル
３
階
ほ
ど
に
相
当
す
る
逆

勾
配
の
ボ
ー
ド
を
素
手
で
登
る
迫
力
は
見
る

人
を
圧
倒
し
ま
す
。 

　
本
市
か
ら
は
、
少
年
女
子
に
ら
畠
山
菜
都

美
さ
ん
（
鷹
巣
高
校
２
年
＝
綴
子
）
が
、
成

年
女
子
に
は
吉
田
麻
衣
子
さ
ん
（
県
体
協
、

市
教
委
勤
務
）
が
出
場
し
、
ベ
ス
ト
は
尽
く

し
た
も
の
の
２
人
と
も
決
勝
に
進
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
大
会
期
間
中
、
選
手
、
役
員
、
係
員
の
ほ

か
約
４
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
７
５
０

人
の
補
助
員
（
中
高
生
）
な
ど
で
大
会
を
支

え
、
ま
た
、
い
ち
か
ら
作
り
上
げ
た
大
会
で

あ
っ
た
だ
け
に
関
係
し
た
多
く
の
方
々
の
脳

裏
に
深
く
焼
き
つ
く
思
い
出
深
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。 

　
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
運

営
に
協
力
を
頂
い
た
山
田
つ
じ
子
さ
ん
は
「
い

け
い
け
ム
ー
ド
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。
会
場
の

雰
囲
気
が
と
て
も
良
く
、
楽
し
み
な
が
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
た
３
日
間
で
し
た
」
、
花

の
プ
ラ
ン
タ
ー
管
理
の
庄
司
作
治
さ
ん
は
「
花

の
プ
ラ
ン
タ
ー
装
飾
が
最
高
の
状
態
で
会
場

や
沿
道
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
体
は
水

害
を
跳
ね
飛
ば
す
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
歴
史

を
刻
ん
で
く
れ
た
」
、
駐
車
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
成
田
佐
七
郎
さ
ん
は
「
駐
車
場
も
慌
た

だ
し
く
、
一
般
客
に
迷
惑
を
か
け
た
が
、
こ

れ
も
観
客
が
多
い
証
。
観
戦
し
た
帰
り
際
の

観
客
の
顔
も
満
足
し
た
感
じ
で
、
私
自
身
も

嬉
し
さ
を
実
感
し
た
」
な
ど
と
国
体
補
助
員

と
し
て
の
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
＝
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園 
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山
岳
競
技
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
競
技
が
９
月
30
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
特
設
競
技
場
で
開
か
れ
、
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
国
内
最
高
レ

ベ
ル
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
披
露
し
ま
し
た
。

国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
競
技
を
堪
能 

国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
競
技
を
堪
能 

巨大ウォールに挑む選手。観客はハラハラ・ドキドキ巨大ウォールに挑む選手。観客はハラハラ・ドキドキ

　広報きたあきた　19．10．16　 ７ 

■少年女子

成績

優勝

２位

３位

県名

山口

静岡

富山

　メンバー名 

坂本、波多野

戸根木、山田

嶋田、内山

得点

76.136 

71.590 

69.318

■成年女子

成績

優勝

２位

３位

県名

宮城

長崎

千葉

　メンバー名 

尾川、簾内

松尾、津田

平野、榊原

得点

80.681 

76.136 

73.863

■少年男子
成績

優勝

２位

３位

県名

栃木

北海道

宮城

　メンバー名 

安間、松本 

鎗水、杉本 

堀、村上

得点 

78.409 

65.909 

63.636

■成年男子

成績

優勝

２位

３位

県名

千葉

愛知 

宮城

　メンバー名 

茂垣、渡辺 

大山、田中 

竹内、松島

得点 

85.227 

84.090 

81.818

▲600席の観客席だけでは足りず、臨時観客
席を設けるほどの大観衆が訪れました。

左　：少年男子の部決勝で完登しガッツポーズする栃木県の安間佐千選手 
右上：来場者に飲物等で接待するボランティアのみなさん
右下：オブザベーション時に選手と一緒に地元保育園児や中学生が登場す
　　　るなど、大会を盛り上げました

競技結果（決勝） 

▲市実行委員会では、最高到達点（15ｍ＝
完登）に達した選手に個人賞を贈りました。
写真は少年女子の３選手（左＝栃木県・上岡
怜衣選手、中＝山口県・坂本和美　右＝群馬
県・長谷川美玲選手） 

▲巨大ウオールに挑む成年女子秋田県チーム（左：日沼瑶子選手＝
郡山女子大、右：吉田麻衣子選手＝県体協、市教委勤務）

▲清潔で綺麗なトイレを
心掛けるボランティア。

▲難所に挑む栃木県選手
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国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
成
年
男
女

６
人
制
・
９
人
制
及
び
少
年
男
女
の
６
種
目

が
実
施
さ
れ
、
北
秋
田
市
で
は
、
成
年
女
子

９
人
制
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　
成
年
女
子
は
、
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち

抜
い
た
９
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
開
催
県
の
秋
田

県
か
ら
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
計
10
チ
ー
ム

で
優
勝
を
競
い
、
秋
田
県
か
ら
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ

（
に
か
ほ
市
）
が
出
場
。 

　
会
場
と
な
っ
た
鷹
巣
体
育
館
は
大
会
期
間

中
、
市
民
や
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
が
ゲ
ー
ム
開
始

前
か
ら
次
々
と
駆
け
つ
け
観
覧
席
、
通
路
と

も
ほ
ぼ
満
員
の
状
態
。 

　
競
技
で
は
、
地
元
秋
田
県
（
Ｔ
Ｄ
Ｋ
）
が

決
勝
で
優
勝
候
補
の
兵
庫
県
（
富
士
通
テ
ン
）

に
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
、
見
事
に
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
館
市
が
会
場
の
成
年
男
子
９
人

制
に
は
、
強
化
指
定
を
受
け
て
い
る
本
市
の

鷹
巣
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
準
決
勝
で
沖
縄
県

（
中
部
徳
洲
会
病
院
）
に
敗
れ
、
翌
日
行
わ
れ

た
３
位
決
定
戦
で
宮
城
県
（
東
北
リ
コ
ー
）

と
対
戦
し
て
勝
ち
、
３
位
と
な
り
ま
し
た
。 

　
見
事
初
優
勝
し
た
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
佐
藤
亜
矢
主

将
は「
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
試
合
に
勝
て
た
。
自
分
た
ち
は
身
長

が
高
い
ほ
う
で
は
な
い
の
で
、
つ
な
げ
る
バ

レ
ー
を
心
が
け
た
。
今
日
の
相
手
は
こ
れ
ま

で
一
度
も
勝
っ
た
こ
と
が
な
い
相
手
だ
っ
た

の
で
、
当
っ
て
砕
け
ろ
と
い
う
気
持
ち
で
向

か
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
苦
し
い
練
習

に
耐
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
喜
び
に

め
ぐ
り
合
え
た
の
だ
と
思
う
」
と
優
勝
の
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
会
役
員
で
国
体
開
催
に
尽
力
さ

れ
た
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
藤
原
　
司
会

長
は
「
競
技
会
を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
こ
れ
も
関
係
者
の
長
年
に
わ
た

る
努
力
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
。

９
人
制
バ
レ
ー
は
競
技
人
口
も
多
く
、
職
場

や
地
域
で
親
し
ま
れ
育
っ
て
き
た
種
目
。
将

来
、
国
体
競
技
と
し
て
は
廃
止
さ
れ
る
と
の

う
わ
さ
も
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
」
と
、
大
会
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
９
人
制
バ
レ
ー
に
対
す
る
愛

着
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
＝
鷹
巣
体
育
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
成

年
女
子
９
人
制
は
10
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
、
鷹
巣
体
育
館
で

開
か
れ
、
秋
田
県
チ
ー
ム
は
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
を
破
り
、
国
体
初
優
勝

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

秋
田
県（
Ｔ
Ｄ
Ｋ
）が
成
年
女
子
９
人
制
を
制
す 

秋
田
県（
Ｔ
Ｄ
Ｋ
）が
成
年
女
子
９
人
制
を
制
す 

成年女子９人制決勝、対兵庫（富士通）戦、
強烈なスパイクをブロックし相手の流れを
止めるＴＤＫ選手

　広報きたあきた　19．10．16　 ９ 

■成年女子９人制

成績

優勝

２位

３位

　　　　県　名

秋田県（ＴＤＫ）

兵庫県（富士通）

埼玉県（パイオニア）

▲優勝した秋田県ＴＤＫの選手のみなさん

競技結果 

■成年男子９人制

成績

優勝

２位

３位

　　　　県　名

沖縄県（中部徳洲会病院）

兵庫県（富士通）

秋田県（鷹巣クラブ）

▲全国植樹祭の記念植樹を行うＴＤＫチーム

▲味噌付けたんぽに舌鼓を打つ
埼玉県チームのみなさん

▲表彰式前に披露された地元
園児によるスギッチダンス

▲鷹巣クラブエース高橋直人選手のスパイク（10
月７日準決勝、対沖縄県（中部徳洲会病院）戦

▲秋田県伊藤まゆみ選手の強烈なスパイクが決まる（10月６日
準々決勝、対長野（セイコーエプソン）戦 

▲鷹巣農林高校の生徒が飾った会場内の花のプラ
ンター
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フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
、
剣
を
持
っ
た
選
手
が

１
対
１
で
時
間
内
に
互
い
を
攻
撃
し
、
相
手

を
突
い
た
数
を
競
う
競
技
。
剣
の
違
い
に
よ

っ
て
「
フ
ル
ー
レ
」
「
エ
ペ
」
「
サ
ー
ブ
ル
」

の
３
つ
の
種
目
に
分
か
れ
、
成
年
男
子
３
種

目
の
団
体
戦
（
１
チ
ー
ム
３
人
編
制
）
と
成

年
女
子
及
び
少
年
男
女
フ
ル
ー
レ
の
団
体
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　
出
場
し
た
チ
ー
ム
数
は
、
成
年
男
子
が
47

チ
ー
ム
。
成
年
女
子
と
少
年
男
女
は
、
そ
れ

ぞ
れ
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
17
チ
ー
ム
に
、

秋
田
県
を
加
え
た
18
チ
ー
ム
。
合
計
で
、
１

０
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。  

　
本
市
か
ら
は
、
少
年
男
子
に
松
岡
慧
さ
ん

（
合
川
高
校
）
、
成
年
男
子
に
柿
沼
高
士
さ

ん
、
清
水
宏
太
さ
ん
、
斉
藤
有
さ
ん
、
工
藤

伸
也
さ
ん
（
合
川
高
校
出
身
）
が
出
場
し
、

少
年
男
子
フ
ル
ー
レ
は
５
年
ぶ
り
10
度
目
の

優
勝
、
成
年
男
子
は
、
フ
ル
ー
レ
３
回
戦
、

エ
ペ
２
回
戦
、
サ
ー
ブ
ル
３
回
戦
で
敗
退
。

ま
た
、
少
年
女
子
フ
ル
ー
レ
は
１
回
戦
で
敗

退
、
成
年
女
子
フ
ル
ー
レ
は
18
年
ぶ
り
６
度

目
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。 

　
少
年
男
子
フ
ル
ー
レ
で
優
勝
し
た
松
岡
さ

ん
は
「
１
勝
１
敗
と
な
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

あ
っ
た
が
、
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

か
っ
た
。
地
元
の
声
援
が
自
分
へ
の
助
け
と

な
っ
た
。
国
体
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
大
会

で
勝
ち
、
合
川
高
校
と
北
秋
田
市
の
名
前
を

全
国
で
有
名
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
優

勝
の
気
持
ち
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
三
木
田
民
泊
協
力
会
（
三
浦
淳
蔵
会
長
）

で
は
、
６
日
に
北
海
道
チ
ー
ム
へ
の
歓
迎
会

を
行
い
、
き
り
た
ん
ぽ
や
だ
ま
こ
な
ど
郷
土

料
理
で
選
手
ら
を
歓
待
。
合
川
地
区
伝
統
の

ま
と
火
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
北
海
道
選
手
団
の
み
な
さ
ん
は
「
民
泊
は

不
安
だ
っ
た
が
、
受
入
先
に
温
か
く
迎
え
ら

れ
、
ま
た
、
新
鮮
で
お
い
し
い
家
庭
の
料
理

を
頂
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
人
の
出
会
い

の
大
切
さ
を
知
っ
た
の
で
は
」
、「
水
害
に
遭

わ
れ
た
の
に
こ
の
よ
う
に
温
か
く
迎
え
ら
れ

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
自
分
だ
っ
た
ら
こ
の

よ
う
に
で
き
た
か
不
安
」
、「
私
た
ち
は
こ
の

経
験
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想

を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。 

少
年
男
子 

成
年
女
子 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
＝
合
川
体
育
館 

　
第
62
回
国
民
体
育
大
会
（
秋
田
わ
か
杉
国
体
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
が

10
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の
５
日
間
、
合
川
体
育
館
で
開
か
れ
、
少
年
男

子
・
成
年
女
子
フ
ル
ー
レ
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

フ
ル
ー
レ
優
勝 

少年男子フルーレで優勝した秋田県チーム（左から鈴木健一監督、佐藤樹選手、伊藤心選手、松岡慧選手）少年男子フルーレで優勝した秋田県チーム（左から鈴木健一監督、佐藤樹選手、伊藤心選手、松岡慧選手）

　広報きたあきた　19．10．16　 11

▲少年男子優勝の瞬間は観客が総立
ちとなりました

▲少年男子フルーレ決勝、対神奈川戦。果敢に攻める松岡選手
（秋田県）。この後トゥシェ（突き）が決まりガッツポーズ

■少年女子（フルーレ）

県名

富山県

埼玉県

北海道

　　メンバー名 

上野、原、山　

草野、中野、森岡

吉田、加藤、河　

■成年女子（フルーレ）

県名

秋田県 

群馬県 

東京都

　　メンバー名 

伊藤、平田、大友、高橋 

田島、吉澤、松井、小田嶋 

寺下、遠藤、戸田、神尾

■少年男子（フルーレ）

県名

秋田県

神奈川県

富山県

　　メンバー名 

佐藤、伊藤、松岡 

新井、三宅、鈴木

本保、高木、倉田

■成年男子（エペ）

県名

大分県

京都府

福井県

　　メンバー名 

持田、渡部、岩田、中村

石橋、飯村、小林、徳井

阪野、田中、見延、田端

競技結果 

■成年男子（フルーレ）

県名

神奈川県

東京都

和歌山県

　　メンバー名 

斉藤、大久保、渡邉、目黒

下田、奥、岡野、大澤

森、山口、坪井、向竹

■成年男子（サーブル）

県名

大分県

茨城県

和歌山県

　　メンバー名 

持田、渡部、岩田、中村

永野（義）、永野（広）、坂本、広瀬

森、山口、坪井、向竹

成績

優勝

２位

３位

成績

優勝

２位

３位

成績

優勝

２位

３位

成績

優勝

２位

３位

成績

優勝

２位

３位

成績

優勝

２位

３位

▲成年男子フルーレ３回戦、対香川戦。相手選手に果敢に攻める柿沼選手（秋田県）

▲常陸宮同姫両殿下が競技をご覧に
なられました

▲三木田民泊協力会で行われた北海
道チームの歓迎会

▲あいかわ保育園の年長組37人は選
手団をお茶でおもてなししました

　
成
年
女
子
フ
ル
ー
レ
で
優
勝
し

た
秋
田
県
チ
ー
ム
（
左
か
ら
伊
藤

信
子
選
手
兼
監
督
、
平
田
京
美
選

手
、大
友
慧
選
手
、高
橋
南
選
手
）

▼



　
10
月
７
日
か
ら
３
日
間
、阿
仁
吉
田
地
区
に
新
し
く
整
備

さ
れ
た
特
設
競
技
場
で
行
わ
れ
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
の
選
手
・
監
督
３
３
１
名
が
参
加
、熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。秋
田
県
チ
ー
ム
は
成
年
女
子
・
少
年
女
子
で

８
位
入
賞
。阿
仁
地
区
で
は
、遠
路
訪
れ
た
選
手
・
監
督
１
１

０
人
を
民
泊
で
受
け
入
れ
、地
域
ぐ
る
み
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

    

　
別
名「
洋
弓
」と
も
呼
ば
れ
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
も
な
っ
て
い
る
競
技
で
、２
０
０
４

年
ア
テ
ネ
五
輪
で
の
日
本
の
山
本
博
選
手
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

種
目
は
、成
年
男
女
・
少
年
男
女
の
個
人
戦
と
団
体
戦
。そ

れ
ぞ
れ
予
選
及
び
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
な
り
、団
体
戦
は
チ

ー
ム
３
人
の
合
計
得
点
で
勝
敗
を
争
う
方
式
で
戦
い
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。 

　
３
日
間
と
も
特
設
の
観
覧
席
に
詰
め
掛
け
た
満
場
の
市
民

ら
が
観
戦
す
る
中
、秋
田
県
勢
も
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
善

戦
、男
子
で
は
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、女
子
の
部
で
少
年
・
成
年
が
そ
れ
ぞ
れ
８
位
に

入
賞
、天
皇
杯
、皇
后
杯
で
の
得
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
阿
仁
地
区
で
は
開
催
に
あ
た
り
民
泊
協
力
会
・
５
団
体
が

結
成
さ
れ
、24
世
帯
が
17
都
道
府
県
１
１
０
人
の
選
手･

監
督

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

マ
タ
ギ
の
里
で
お
も
て
な
し 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技 

〈
10
月
５
～
７
日
〉 

民
泊
で
選
手・監
督
ら 

１
１
０
人
受
け
入
れ 

阿
仁
吉
田
特
設
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
場 

▲
選
手
は
70
ｍ
先
の
１
２
２
cm

の
的
を
狙
っ
て
矢
を
放
ち
ま
す
。

的
は
10
段
階
（
点
数
は
真
中
か

ら
外
側
へ
10
点
～
１
点
）
の
得

点
区
分
と
な
っ
て
い
て
、
矢
の

当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
得
点
が
決

ま
り
ま
す

▼この競技では、体力とともに、風や日差しなどの自
然条件を判断し、集中力を高める力も求められます

本
県
チ
ー
ム
、全
国
の
強
豪
を
相
手
に
善
戦
、 

成
年
女
子・少
年
女
子
で
８
位
入
賞 

◇
地
域
ぐ
る
み
で
歓
迎
◇

　開幕した５日には、特設の観覧席に詰め掛けた約３００人の
市民らが観戦する中、午前中に成年女子と少年女子、午後から
成年男子､少年男子のそれぞれの予選ラウンドが行われました 
 

　開幕した５日には、特設の観覧席に詰め掛けた約３００人の
市民らが観戦する中、午前中に成年女子と少年女子、午後から
成年男子､少年男子のそれぞれの予選ラウンドが行われました 
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遠
路
訪
れ
た
選
手
ら
を
地
域
全
体
で
歓
迎
し
よ
う
と
、各

協
力
会
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た「
歓
迎
会
」を
実
施
し
た
り
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
手
作
り
土
産
品
を
準
備
。 

　
ま
た「
地
場
産
・
比
内
地
鶏
の
キ
リ
タ
ン
ポ
」「
阿
仁
マ
ツ

タ
ケ
」「
新
米
の
あ
き
た
こ
ま
ち
」ら
の
全
国
に
通
用
す
る
食

ブ
ラ
ン
ド
の
数
々
が
選
手
達
た
ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。 

　「
秋
田
の
食
べ
物
は
絶
品
。最
高
に
う
ま
い
」と
太
鼓
判
。各

協
力
会
の
主
婦
ら
も
、早
朝
５
時
前
か
ら
の
朝
食
の
支
度
、夕

食
の
後
片
付
け
を
終
え
れ
ば
夜
10
時
過
ぎ
と
、献
身
的
な
も

て
な
し
で
舞
台
裏
を
支
え
ま
し
た
。 

   

　
競
技
会
場
に
最
も
近
い
吉
田
集
落
の「
吉
田
民
泊
協
力
会
」

で
は
、４
世
帯
で
合
計
20
人
の
監
督
・
選
手
を
受
け
入
れ
。こ

の
う
ち
、梅
井
繁
司
さ
ん（
61
）＝
農
業
＝
に
は
四
国
・
香
川

県
の
少
年
女
子
チ
ー
ム
５
人
が
入
り
ま
し
た
。 

　
一
行
は
、阿
仁
地
区
の
印
象
に
つ
い
て
は
、「
ス
ギ
並
木
が

美
し
い
」「
の
ど
か
な
山
村
」「
地
域
あ
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り
に
感

激
」な
ど
と
述
べ
、「
家
族
と
触
れ
合
え
る
こ
と
が
一
番
」「
温

か
い
心
遣
い
に
民
泊
の
不
安
な
ん
か
す
ぐ
に
消
え
た
」と
旅

館
や
ホ
テ
ル
へ
の
宿
泊
で
は
得
が
た
い
民
泊
の
メ
リ
ッ
ト
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
選
手
ら
を
迎
え
入
れ
た
梅
井
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
和
子
さ
ん

（
56
）は
、「
明
朗
活
発
な
高
校
生
。民
泊
受
け
入
れ
は
初
め
て

だ
が
、こ
の
娘
さ
ん
た
ち
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。こ
れ
を
機
に

交
流
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
」と
話
し
、香

川
か
ら
秋
田
・
阿
仁
へ
の
再
訪
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
幡
則
和
監
督
は
、「
結
果
と
し
て
予
選
敗
退
で
あ
っ
た
が
、

秋
田
国
体
で
の
貴
重
な
試
合
経
験
と
歓
待
を
受
け
た
経
験
を

今
後
に
生
か
し
て
欲
し
い
」と
、来
年
の
大
分
国
体
で
の
健
闘

を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
地
域
あ
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り
に
感
激
」（
民
泊
選
手
団
） 

「
こ
れ
を
機
に
交
流
を
広
め
ら
れ
れ
ば
」（
受
入
れ
家
庭
） 

　
「
マ
タ
ギ
の
里
」
の
銘
を
入
れ

た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
か
ん
じ
き
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
が
お
土
産
と
し
て
選
手

団
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た

▼

　
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
山
本
博
さ
ん
も
埼
玉
県
成

年
男
子
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
。

気
さ
く
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
サ
イ
ン
の

求
め
に
応
じ
て
い
ま
し
た

　
閉
会
式
で
は
、
岸
部
市
長
が
「
わ
か

杉
国
体
へ
の
参
加
を
機
に
『
マ
タ
ギ
の
里
・

阿
仁
』
へ
ぜ
ひ
再
訪
を
」
と
選
手
団
に

呼
び
か
け
ま
し
た

▼▼

▲阿仁地区では民泊協力会５団体
が結成され、24世帯が17都道府
県110人の選手･監督を受け入れ
ました（写真は必勝祈願の獅子舞
も登場した下新町協力会の歓迎会）

　香川県少年女子チームを受け入
れた阿仁吉田の梅井繁司さん宅で。
選手らは、温かい歓迎で自宅のよ
うにリラックスし、大会に臨むこ
とができました

▲

（写真は湯口内協力会のキーホルダー）

は
た 
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MANABI NO HIROBA 学びの広場 
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　HI R OB A

 

 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
　
▽
健
康
太
極
拳
合

川
教
室
　
▽
ウ
ィ
ン
ズ
　
オ
カ
リ
ナ
　

▽
藤
蔭
流
子
ど
も
舞
踊
教
室
　
▽
女
声

合
唱
団 

る
・
そ
れ
い
ゆ
　
▽
秋
田
声
楽

研
究
会
　
▽
米
内
沢
琴
有
会
　
▽
合
川

民
舞
会（
千
鳥
教
室
）　
▽
米
内
沢
第
２

教
室
・
カ
ナ
リ
ヤ
教
室
　
▽
オ
リ
ジ
ナ
ル

舞
踊
同
好
会
　
▽
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
阿

仁
　
▽
健
康
太
極
拳
鷹
巣
教
室
　
▽
生

田
流
箏
曲
米
内
沢
教
室
　
▽
子
ど
も
リ

ズ
ム
ダ
ン
ス
・
大
人
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル 

 

■
展
示
部
門 

出
展
団
体 

【
写
真
】 

▽
北
秋
田
市
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
　
▽
カ
メ

ラ
ク
ラ
ブ
ぷ
あ
　
▽
も
り
よ
し
写
真
ク

ラ
ブ
　
▽
阿
仁
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ 

【
水
墨
画
・
俳
句
・
短
歌
・
書
・
篆
刻
】 

▽
七
日
市
書
道
会
　
▽
北
泉
書
道
教
室

▽
森
書
会
　
▽
米
内
沢
清
月
会
　
▽
前

田
書
道
同
好
会
　
▽
艸
萌
会
　
▽
も
り

よ
し
墨
遊
会
　
▽
阿
墨
会
　
▽
自
由
詩「
風

宴
」　
▽
合
川
俳
句
会
　
▽
鳴
蛙
吟
社
　

▽
森
吉
短
歌
サ
ー
ク
ル「
彩
の
会
」 

▽
俳
句
わ
ら
び
吟
社
　
▽
北
秋
田
篆
刻

同
好
会 

 【
絵
画
】 

▽
鷹
巣
絵
画
ク
ラ
ブ
　
▽
鷹
画
会
　 

▽
艸
萌
会（
水
彩
） 

 

 

の
す
吟
友
会
　
▽
合
川
３
Ｂ
体
操
会
　

▽
花
柳
真
貴
夫 

貴
の
会
　
▽
日
本
舞
踊

藤
蔭
流
鳳
扇
会（
合
川
・
阿
仁
教
室
）　
▽

ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ
ブ
　
▽
戸
松
く
み
子
鷹

巣
バ
レ
エ
教
室
　
▽
藤
島
尚
子
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ
　
▽
日
本
舞
踊
藤
蔭
流
鳳
扇

会（
鷹
巣
・
森
吉
教
室
）　
▽
合
川
民
舞
会

（
千
鳥
教
室
）　
▽
大
正
琴
小
野
教
室
　

▽
米
内
沢
民
謡
研
究
会
　
▽
新
舞
踊
高

嶺
流
舞
扇
会
　
▽
生
田
流
箏
曲
日
本
当

道
会 

碇
谷
社
中
▽
日
本
舞
踊
教
室
　
花

柳
登
巴
洋
会
　
▽
箏
曲
日
本
当
道
会 

松

尾
睦
子
社
中
　
▽
宗
家
岡
田
流
　
大
正

琴
同
好
会
　
▽
日
本
舞
踊
藤
蔭
流
鳳
扇

会（
鷹
巣
・
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
教
室
）　

▽
新
日
本
舞
踊
千
川
流 

鷹
巣
千
川
会
　

▽
鷹
巣
ば
や
し
普
及
会 

 【
11
月
４
日（
日
）】 

▽
健
康
太
極
拳
森
吉
友
好
会
　
▽
阿
仁

■
演
示
部
門 

　
▽
会
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館 

　
▽
開
会
行
事
＝
11
月
２
日（
金
） 

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

　〈
演
示
時
間
〉

　
▽
11
月
２
日（
金
） 

　
＝
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時 

　
▽
11
月
３
日（
土
）・４
日（
日
） 

　
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時 

 

■
演
示
部
門 

出
演
団
体 

【
11
月
２
日（
金
）】

▽
北
秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会
コ
ー

ラ
ス
　
▽
コ
ー
ル
・
も
り
よ
し
合
唱
団
　

▽
詩
吟
前
田
喜
楽
会
　
▽
合
川
民
謡
同

好
会
　
▽
柏
木
妙
子
民
謡
教
室 

 【
11
月
３
日（
土
）】 

▽
日
本
舞
踊
藤
蔭
流
鳳
扇
会（
鷹
巣
・
森

吉
・
合
川
教
室
）　
▽
鷹
巣
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
　
▽
童
謡
を
歌
う
会
　
▽
た
か

　
第
２
回
北
秋
田
市
文
化
祭
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
が
演
示
と

展
示
の
２
会
場
に
分
か
れ
て
の
開
催
と

な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
（
会

場
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
）
。 

 

■
展
示
部
門 

▽
会
場
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 

▽
期
間
　
11
月
２
日
（
金
）
～
４
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

▽
内
容

　
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
・
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
の
作
品
展
示
、
一
般
・

グ
ル
ー
プ
の
生
涯
学
習
作
品
展
示
、
市

芸
術
文
化
協
会
団
体
作
品
　 

　
※
お
茶
席
＝
11
月
３
日
（
土
）
／
午

前
10
時
～
午
後
３
時
／
ふ
る
さ
と
文
化

セ
ン
タ
ー
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
＝
11
月
４

日
（
日
）
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時
／

ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

北
秋
田
市
文
化
祭 

11
月
２
・
３
・
４
日 

展
示
会
場
▽
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 

演
示
会
場
▽
北
秋
田
市
文
化
会
館 

第
２
回 
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公
民
館
前（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
）８
時
50
分
↓
森
吉
公
民
館
前（
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）９
時
00
分

↓
森
吉
支
所
前
９
時
05
分
↓
四
季
美
館

前
９
時
15
分
↓
阿
仁
公
民
館
前
９
時
25

分
↓
阿
仁
支
所
前
９
時
35
分
↓
笑
内（
根

子
入
り
口
）９
時
45
分
↓
比
立
内（
道
の

駅
前
）↓
９
時
55
分
着 

  

■
出
店
　
そ
ば
コ
ー
ナ
ー
　
11
月
２
日（
金
）

～
４
日（
日
）／
午
前
11
時
～
午
後
２
時

／
文
化
会
館
喫
茶
室 

 

■
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
表 

▽
運
行
期
間
＝
11
月
２
日・３
日・４
日 

▼
運
行
区
間
＝【
比
立
内
　
鷹
巣
】 

　
比
立
内（
道
の
駅
前
）８
時
00
分
発
、以

後
９
時
／
10
時
／
11
時
／
12
時
／
13
時

／
14
時
／
15
時
発 

　
１
時
間
ご
と
に
運
行
し
、各
停
留
所
に

は
時
間
表
を
掲
示
し
ま
す
。　 

〈
始
発
バ
ス
の
各
停
留
所
出
発
時
間
〉 

▽
比
立
内
発
８
時
00
分
↓
笑
内（
根
子
入

り
口
）８
時
10
分
↓
阿
仁
支
所
前
８
時
20

分
↓
阿
仁
公
民
館（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化

セ
ン
タ
ー
）８
時
25
分
↓
四
季
美
館
８
時

45
分
↓
森
吉
公
民
館
前（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）８
時
50
分
↓
合
川
支

所
前
９
時
00
分
↓
合
川
公
民
館
前（
合
川

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）９
時
05
分
↓

文
化
会
館
前
着
９
時
20 
分 

▼
運
行
区
間
＝【
鷹
巣
　
比
立
内
】 

　
文
化
会
館（
フ
ァ
ル
コ
ン
）前
発
８
時

30
分
、以
後
９
時
30
分
／
10
時
30
分
／
11

時
30
分
／
12
時
30
分
／
13
時
30
分
／
14

時
30
分
／
15
時
30
分
／
16
時
30
分
／（
３
・

４
日
の
み
17
時
30
分
発
も
）　
※
１
時
間

ご
と
に
運
行 

〈
始
発
バ
ス
の
各
停
留
所
出
発
時
間
〉

　
文
化
会
館
前（
フ
ァ
ル
コ
ン
）８
時
30

分
発
↓
合
川
支
所
前
８
時
45
分
↓
合
川

　
10
月
28
日（
日
）・
29
日（
月
）／
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
／
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル 

▽
ス
ト
ー
ン
レ
ー
ク
ス
発
表
会 

　
10
月
27
日（
土
）／
午
後
７
時
～
９
時

　
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

▽
高
鷹
大
学「
学
園
祭
」発
表
会

　
11
月
１
日
／
午
前
９
時
30
分
～
正
午

／
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

▽
高
鷹
大
学
作
品
展
示

　
11
月
１
日
～
４
日
／
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）／
交

流
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル 

▽
か
な
同
好
会
作
品
展

　
11
月
２
日
～
４
日
／
午
前
９
時
～
午

後
５
時
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
栄 

▽
社
交
ダ
ン
ス
の
夕
べ

　
11
月
３
日（
土
）／
午
後
６
時
～
９
時

／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル 

▽
お
茶
席

【
表
千
家
佐
藤
社
中
】　
11
月
３
日（
土
）

／
午
前
10
時
～
午
後
３
時
／
交
流
セ
ン

タ
ー
２
階
第
１
研
修
室 

【
煎
茶
道
狭
山
流 

佐
藤
社
中
】　
11
月
３

日（
土
）／
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　
交

流
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

【
裏
千
家 

児
玉
社
中
】　
11
月
４
日（
日
）

／
午
前
10
時
～
午
後
３
時
／
み
ち
の
く

子
供
風
土
記
館 

▽
鷹
巣
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
朗
読
コ
ン

サ
ー
ト
」　
11
月
24
日（
土
）／
午
後
２
時

～
／
交
流
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル 

【
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
刺
し
子
・
手
芸
】 

▽
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
さ
く
ら
会
　
▽
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
金
木
犀
の
会
　
▽
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
菊
地
教
室
　
▽
チ
ク
チ
ク・キ
ル
ト
・

サ
ー
ク
ル
　
▽
こ
ぎ
ん
の
会
　
▽
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
　
▽
織
り
姫
ク
ラ

ブ
　
▽
末
広
婦
人
学
級
　
▽
て
ま
り
の

会
　
▽
あ
け
ぼ
の
婦
人
部
　
▽
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
　
▽
ア
ト
リ
エ
吟
花
　
▽
花

旺
会 

【
草
木
染
・
押
し
花
・
つ
る
細
工
な
ど
】 

▽
鷹
巣
押
花
サ
ー
ク
ル
　
▽
押
し
花
”花

こ
と
ば
“
▽
米
内
沢
押
し
花
サ
ー
ク
ル

▽
阿
仁
押
し
花
サ
ー
ク
ル
　
▽
草
木
染「
あ

か
ね
会
」▽
布
ぞ
う
り
工
房
あ
み
む
め
も

【
陶
芸
】 

▽
森
吉
陶
芸
同
好
会
　
▽
阿
仁
陶
芸
ク

ラ
ブ 

【
切
り
絵
・
押
し
絵
・
ビ
ー
ズ
手
芸
・
造

花
・
絵
手
紙
・
お
り
絵
】

▽
パ
ン
の
花
　
▽
鷹
巣
切
り
絵
同
好
会

▽
な
で
し
こ
グ
ル
ー
プ
　
▽
楽
し
い
切

り
絵
　
▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
手

芸
同
好
会
　
▽
ビ
ー
ズ
愛
好
会
　
▽
絵

手
紙
工
房
　
▽
和
紙
の
お
り
絵
の
会
　

▽
阿
仁
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル 

【
学
校
ほ
か
】 

▽
鷹
巣
病
院
　
▽
大
野
台
の
里
　
▽
合

川
高
等
学
校
　
介
護
福
祉
科 

 

■
協
賛
行
事 

▽
北
秋
田
華
道
会
生
け
花
展 

 

★

★

●阿仁郵便局

●阿仁支所

阿仁ふるさと 
文化センター 

阿仁山村開発 
センター 

会
場
 

たかのす
ＪＲ奥羽本線

秋田内陸線 ★

●ガソリン
　スタンド

至Ｒ７

●北都ＢＫ

交流
●センター

（
北
秋
田
市
文
化
会
館
）
 

　

会
場
 

●
理
髪
店

●
市
役
所

展示会場 

演示会場 

あ
に
あ
い

　
Ｊ
Ａ

●
集
荷
所

Ｒ
１
０
５
号

Ｒ１０５号

秋
田
内
陸
線

至角館

至鷹巣

⇒

⇒

会
場
案
内
図 
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被
災
世
帯
に
見
舞
金
を
給
付 

見舞金を被災者に手わたす岸部市長

水害被害状況 

水害被害額 

死者 
行方不明者 
重症 
軽症 
全壊 
 
半壊 
 
床上浸水 
 
床下浸水 
 
公共建物 
その他 
田冠水 
文教施設 
道路 
橋梁 
河川 
林道 
商工施設 
 
 
公立文教施設 
農林水産業施設 
公共土木施設 
その他公共施設 
農産被害 
林産被害 
畜産被害 
水産被害 
商工被害 
合 計 
 

1 
1 
1 
4 
5 
5 

201 
201 
47 
47 
139 
139 
50 
375 

2,125.6 
11 
58 
1 
15 
33 
8 
 
 

17,376 
949,490 
756,000 
117,293 
246,523 
12,000 
13,991 
2,900 

106,300 
2,221,873 

 

人 
人 
人 
人 
棟 
世帯 
棟 
世帯 
棟 
世帯 
棟 
世帯 
棟 
棟 
ha 
カ所 
カ所 
カ所 
カ所 
カ所 
カ所 
 
 

千円 
千円 
千円 
千円 
千円 
千円 
千円 
千円 
千円 
千円 
 

人
的
被
害 

住
家
被
害 

非
住
家 

そ
の
他 

公
共
施
設 

そ
の
他 

10月４日現在

10月４日現在

被
災
地
説
明
会
を
開
催 

  

　
市
災
害
対
策
本
部（
本
部
長
＝
岸
部

市
長
）が
取
り
ま
と
め
た
集
中
豪
雨
被

害
に
よ
る「
床
上
浸
水
世
帯
」（
市
内
２

５
２
世
帯
）を
対
象
と
し
た
見
舞
金
の

給
付
が
市
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
の
給
付
金
は
１
世
帯
あ
た
り
10
万

円
。同
時
に
給
付
し
た
秋
田
県
か
ら
は
、

対
象
の
世
帯
に
20
万
円
の
給
付
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
給
付
場
所
は
、被
害
の
大
き
か
っ
た

前
田
及
び
小
又
地
区
と
大
渕
地
区
は
そ

れ
ぞ
れ
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
、大
渕
自
治

会
館
、合
川
増
沢
地
区
は
増
沢
自
治
会

館
。そ
れ
以
外
の
森
吉
、合
川
、阿
仁
及

び
鷹
巣
地
区
の
被
災
世
帯
へ
は
直
接
自

宅
を
訪
れ
見
舞
金
を
届
け
ま
し
た
。 

　
見
舞
金
の
給
付
を
受
け
た
主
婦（
56

歳
・
小
又
堂
ノ
下
）は
、「
17
日
の
夜
は
と

に
か
く
怖
か
っ
た
。駅
前
の
勤
務
先
か

ら
自
宅
に
帰
っ
た
が
、殆
ん
ど
何
も
出

来
ず
に
自
宅
を
出
て
避
難
す
る
し
か
な

か
っ
た
。家
具
、電
化
製
品
な
ど
全
て
が

廃
品
と
な
っ
た
。大
工
さ
ん
に
床
下
の

補
修
を
頼
ん
で
い
る
が
、こ
れ
か
ら
冬

を
迎
え
る
の
が
辛
い
」と
、悲
惨
な
状
況

と
心
の
内
を
明
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、合
川
・
森
吉
・
阿
仁
の
３
支
所

及
び
前
田
出
張
所
に「
災
害
対
策
総
合

相
談
窓
口
」を
設
置
し
、市
民
か
ら
の
災

害
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
業
務
に
対

応
し
て
い
ま
す
。 
 

  

　
被
害
の
大
き
か
っ
た
前
田
・
大
渕
・
増

沢
３
集
落
の
集
会
所
等
で
被
災
地
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、四
季
美
館
で
行
わ
れ
た

前
田
地
区
の
説
明
会
で
は
、住
民
、県
及

び
市
の
関
係
者
約
２
０
０
名
が
出
席
し
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
岸
部
市
長
が「
被
災
さ
れ

た
多
く
の
市
民
、特
に
前
田
及
び
大
渕
、

増
沢
地
区
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
に
心
か
ら
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
」

と
述
べ
、災
害
対
応
と
経
過
、被
害
状
況
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。  

　
被
害
を
受
け
た
住
民
か
ら
は
、「
水
が

入
っ
て
き
た
の
が
６
時
頃
。あ
っ
と
い

う
間
に
店
の
商
品
が
流
さ
れ
た
。数
千

万
円
の
損
害
。再
建
す
る
の
は
不
可
能
。

駅
前
の
50
～
60
店
舗
の
方
は
高
齢
者
ば

か
り
。再
建
で
き
る
方
法
を
探
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」「
年
金
暮
ら
し
の
方
も
貸

付
金
を
利
用
で
き
る
措
置
を
講
じ
て
も

ら
い
た
い
」等
の
質
問
や
要
望
が
出
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
回
答
し
ま
し
た
。 

　
切
実
な
要
望
や
質
問
が

あ
っ
た
被
災
地
説
明
会

        

　
　
　（
前
田
地
区
）

汚れてしまった思い出の写真
▼

　
道
路
が
冠
水
し
、通
行
不
能

と
な
っ
た
川
井・堂
川
線

          

　
　 

（
新
田
目
地
区
）

▼

奥まった場所はバケツリレーで掻きだします

　
９
月
17
日
の
集
中
豪
雨
は
、
市
内

全
域
に
被
害
を
も
た
ら
し
、
特
に
前

田
地
区
、
大
渕
地
区
、
増
沢
地
区
で

は
深
刻
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
も
、
懸
命
の
復
旧
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
一
部
の
市
民
が

不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。 復

旧
作
業
に
追
わ
れ
る
被
災
地 

水が押し寄せた跡がはっきりと壁に残り、水が引いた室内には大量の泥と流木（旧前田診療所）

　
北
秋
田
市
内
で
は
、集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
を
受
け
た
森
吉
、合
川
地
区
の

各
集
落
、道
路
な
ど
で
甚
大
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
床
上
浸
水
な
ど
の
深
刻
な
被
害

を
受
け
た
森
吉
地
区
の
前
田
、大
渕
集

落
な
ど
で
は
、被
災
直
後
泥
ま
み
れ
と

な
っ
た
家
の
中
の
清
掃
作
業
は
一
段
落

し
た
も
の
の
、浸
水
し
使
え
な
く
な
っ

た
家
財
道
具
や
作
業
小
屋
の
泥
の
撤
去

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
家
の
中
の
片
付
け
は
人
の
力
が
頼
り
。

し
か
し
、手
伝
っ
て
く
れ
る
親
戚
が
そ

ば
に
い
な
い
世
帯
や
高
齢
世
帯
で
は
後

片
付
け
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
す
。

市
の
職
員
も
、保
健
師
に
よ
る
高
齢
者

に
対
す
る
健
康
相
談
や
後
片
付
け
の
お

手
伝
い
な
ど
被
災
直
後
か
ら
支
援
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、全
国
か
ら
一
般
及
び
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
協
力
の
た
め
に
現
地
入

り
し
、市
内
か
ら
駆
け
つ
け
た
、米
内
沢

高
校
、合
川
高
校
、鷹
巣
農
林
高
校
３
校

の
高
校
生
と
一
緒
に
、そ
れ
ぞ
れ
泥
出

し
や
家
財
道
具
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
も
膨

大
な
量
と
な
り
、臨
時
の
集
積
所
と
な

っ
た
阿
仁
前
田
河
川
敷
に
は
電
化
製
品
、

家
具
、ふ
と
ん
な
ど
の
家
財
道
具
が
う

ず
た
か
く
積
も
り
、被
害
の
大
き
さ
を

見
せ
付
け
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
被
害
で
、県
は
北
秋
田
市
に
災

害
救
助
法
を
適
用
、寺
田
県
知
事
ほ
か

県
の
関
係
者
が
市
を
訪
れ
、前
田
、大
渕
、

浦
田
、米
内
沢
、合
川
地
区
の
被
災
カ
所

を
視
察
し
被
災
者
を
激
励
し
た
ほ
か
、

県
の
幹
部
ら
に
道
路
の
復
旧
な
ど
を
指

示
し
て
い
ま
し
た
。 

　
膨
大
な
ご
み
が
う
ず
た
か
く
積
ま
れ

た
阿
仁
前
田
河
川
公
園
の
臨
時
集
積
所

道路を埋め尽くす泥と家財（大渕地区）

市
内
全
域
に
大
き
な
爪
あ
と 

全
壊
５
棟
・
半
壊
２
０
１
棟
、
田
の
冠
水
２
１
２
６
ha
な
ど 

９
・
１７
集
中
豪
雨 

被害総額 
２２億 
２千万円 
（10 . ４現在） 

▼
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▲市民提案型まちづくり事業を利用して開催された
「第21回コールもりよし合唱祭」。10団体が出演し
て美しいハーモニーで観衆を魅了しました

畠
山
さ
ん「
防
犯
栄
誉
金
章
」受
章

～
安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
に
貢
献

 
こ
の
ほ
ど
、
防
犯
及
び
地
域
安
全
活
動
に
関
す
る

功
労
等
が
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
防
犯
栄

誉
金
章
を
受
章
し
た
畠
山
康
一
さ
ん
（
69
）
＝
綴
子

字
胡
桃
館
＝
が
、
10
月
５
日
、
市
役
所
を
訪
れ
岸
部

市
長
に
受
章
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
は
前
日
の
４
日
、
東
京
都
港
区
の
明
治
記

念
館
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大

会
」
の
席
上
行
わ
れ
た
も
の
で
、
秋
田
県
で
は
唯
一

畠
山
さ
ん
が
金
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

　
畠
山
さ
ん
は
報
告
の
中
で
「
防
犯
は
、
地
域
ぐ
る

み
で
犯
罪
を
な
く
そ
う
と
す
る
意
識
が
大
切
。
受
章

は
地
域
の
皆
さ
ん
の
防
犯
へ
の
取
り
組
み
と
協
力
の

お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
に
協
力
し
た
い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。 

▲岸部市長に防犯栄誉金章受章を報告する畠山さん

ま
ち
づ
く
り
事
業
で
合
唱
祭
開
催

～
第
21
回
コ
ー
ル
も
り
よ
し
合
唱
祭
　

　
第
21
回
も
り
よ
し
合
唱
祭
が
９
月
23
日
、
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
出
演
し
た
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
10
団
体
が
ホ
ー
ル
に
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
響
か
せ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
公
演
は
、
昨
年
の
第
20
回
コ
ン
サ
ー
ト
を

成
功
裏
に
終
え
、
さ
ら
に
本
格
的
な
ス
テ
ー
ジ
を
目

指
そ
う
と
、
会
場
を
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

か
ら
市
文
化
会
館
に
移
し
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
、
本
年
度
市
が
制
度
化
し
た
「
市
民
提
案
型

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
演
団
体
各
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
披
露
、
ト
リ
を
と
っ
た
コ
ー
ル
・
も
り
よ
し
は
２

曲
を
披
露
し
、
会
場
を
女
性
コ
ー
ラ
ス
の
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
満
た
し
、
感
動
を
伝
え
ま
し
た
。 

▲義援金を岸部市長に手渡すハートtoハートの代表

「
災
害
復
興
に
」
と
義
援
金

～
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
　
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト

　
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
の
有
志
で
結

成
す
る
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
の
発
起
人
ら
が
10
月
２
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
先
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た

方
達
に
役
立
て
て
と
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
市
役
所
を
訪
れ
た
の
は
大
館
市
の
柴
田
英

信
さ
ん
、
谷
本
博
明
さ
ん
の
代
理
で
妻
の
由
美
さ
ん
、

実
行
委
員
長
の
佐
藤
つ
じ
子
さ
ん
。
柴
田
さ
ん
ら
は

マ
ラ
ソ
ン
大
会
休
止
期
間
中
も
９
月
の
第
４
土
曜
日

に
有
志
を
集
い
走
っ
て
お
り
、
今
年
も
９
月
23
日
に

行
っ
た
際
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
え

て
く
れ
た
方
達
が
被
害
に
被
害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付
し
た
も
の
。 

　
岸
部
市
長
は
「
大
変
あ
り
が
た
い
。
来
年
の
開
催

を
期
待
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
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第
２
回
北
秋
田
市
文
化
祭
が
11
月
２
日
～
４
日

ま
で
の
３
日
間
、
展
示
が
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
、
演
示
が
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
文
化
祭
の
開
会
式
で
は
「
奥
森
吉
讃
歌
」
の
発

表
が
あ
り
ま
す
が
、
特
別
企
画
コ
ン
サ
ー
ト
の
始

ま
る
前
に
も
発
表
さ
れ
ま
す
。 

　
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
南
米
大
陸
で
育
ま
れ
て
き

た
民
族
音
楽
の
合
奏
…
音
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

「
１
万
年
の
旅
」
を
絃
楽
器
に
よ
っ
て
奏
で
る 

　
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
の
革
新
的
演
奏
家
と
し
て
内
外
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
る
中
南
米
音
楽
の
楽
団
を
率
い

る
「
あ
る
ま
ん
ど
山
平
」
―
ア
ン
デ
ス
竪
琴
と
も

言
わ
れ
る
ア
ル
パ
を
本
場
パ
ラ
グ
ア
イ
に
て
巨
匠

エ
ン
リ
ケ
・
サ
マ
ニ
エ
ゴ
に
師
事
、
本
格
的
な
ア

ル
パ
奏
者
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ひ
ら
や
ま
よ
り
こ
」

―
幼
年
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
サ
ッ
ク

ス
を
学
び
、
国
内
で
は
数
少
な
い
新
進
気
鋭
の
女

性
馬
頭
琴
奏
者
と
し
て
活
躍
す
る
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

Ａ
」
。
亜
細
亜
、
南
米
の
民
族
楽
器
に
よ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
ソ
ロ
、
そ
し
て
デ
ュ
オ
、
ト
リ
オ
に
よ
る

伝
統
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
斬
新
な
演
奏
は
、
多

く
の
人
々
を
『
音
文
化
の
創
造
』
の
世
界
に
誘
っ

て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

公
演
日
時
　
平
成
19
年
11
月
２
日
（
金
） 

開
　
　
場
　
午
後
６
時
　
開
演
　
午
後
６
時
30
分 

場
　
　
所
　
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

入
場
料
金
　
無
料
（
入
場
整
理
券
必
要
） 

協
演
団
体
　
地
元
合
唱
団
コ
ー
ル
も
り
よ
し 

整
理
券
取
扱
所
　
日
活
書
店
、
ウ
イ
ン
グ
（
森
吉

　
　
　
　
　
ラ
ポ
ー
ル
内
）
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
　
　
　
　
ィ
セ
ン
タ
ー
、
阿
仁
公
民
館
、
合
川

　
　
　
　
　
公
民
館
、
市
文
化
会
館
、
市
中
央
公

　
　
　
　
　
民
館 

問
い
合
せ
　
市
文
化
会
館
　
 

62 
｜
３
３
１
１ 

文化祭特別コンサート 市長日誌 

◇
９
月
１
日
～
30
日

２
日
（
日
）
▽
大
館
北
秋
田
支
部
防
災
訓
練
に
出
席（
米
内
沢
駅
前
）

４
日
（
火
）
▽
合
川
地
区
敬
老
式
に
出
席
（
合
川
体
育
館
）

８
日
（
土
）
▽
森
吉
地
区
敬
老
式
に
出
席
（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
）

９
日
（
日
）
▽
「
第
14
回
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
」に
出
席
（
鷹
巣
体
育
館
）

11
日
（
火
）
・
12
日
（
水
）
▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定

　
　
　
　
　
例
会
本
会
議
一
般
質
問
（
議
事
堂
）

15
日
（
土
）
▽
鷹
巣
地
区
敬
老
式
に
出
席
（
中
央
公
民
館
）

17
日
（
月
）
▽
大
館
市
立
病
院
高
層
棟
完
成
見
学
会
に
参
加
▽
集

　
　
　
　
　
中
豪
雨
の
た
め
北
秋
田
市
災
害
対
策
本
部
を
設
置

18
日
（
火
）
・
19
日
（
水
）
▽
災
害
対
応
の
た
め
被
災
現
地
入
り

 20
日
（
木
）
▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議
最

　
　
　
　
　
終
日
（
議
事
堂
）
▽
自
由
民
主
党
石
原
伸
晃
災
害
対

　
　
　
　
　
策
本
部
長
ほ
か
調
査
団
の
北
秋
田
市
入
り
に
対
し
、

　
　
　
　
　
被
災
現
地
で
の
立
会
い
と
激
甚
災
害
指
定
に
向
け
た

　
　
　
　
　
要
望
書
を
提
出

21
日
（
金
）
▽
秋
の
交
通
安
全
運
動
総
決
起
集
会
に
出
席
▽
さ
わ

　
　
　
　
　
や
か
教
室
に
出
席

22
日
（
土
）
▽
各
災
害
調
査
団
（
野
呂
田
芳
成
衆
議
院
議
員
・
農

　
　
　
　
　
林
水
産
省
東
北
農
政
局
、
国
土
交
通
省
河
川
局
、
県

　
　
　
　
　
知
事
）
の
現
地
入
り
へ
の
立
会
い
及
び
激
甚
災
害
指

　
　
　
　
　
定
に
向
け
た
要
望
書
を
提
出

23
日
（
日
）
・
24
日
（
月
）
▽
災
害
対
策
本
部
用
務

25
日
（
火
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
の
今
後
の
運
営
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
北
秋
田
市
と
上
小
阿
仁
村
に
よ
る
協
議
を
実
施

26
日
（
水
）
▽
第
１
４
９
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会
に
出
席
▽
市
長

　
　
　
　
　
会
定
例
会
後
、
県
内
市
長
が
県
庁
を
訪
問
し
、
県
知
事

　
　
　
　
　
と
８
月
及
び
９
月
の
集
中
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
懇
談

28
日
（
金
）
▽
被
災
世
帯
に
災
害
見
舞
金
を
交
付
（
鍛
治
町
、
小

　
　
　
　
　
又
、
下
前
田
、
前
田
駅
前
、
大
渕
、
増
沢
）

29
日
（
土
）
▽
第
62
回
国
民
体
育
大
会
開
会
式
に
出
席

30
日
（
日
）
▽
県
立
プ
ー
ル
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
奉
迎
▽
被
災

　
　
　
　
　
地
説
明
会
に
出
席
（
四
季
美
館
）

市
長
日
誌

文
化
祭
特
別
企
画
コ
ン
サ
ー
ト 

「
絃
想
～
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ン
デ
ス
ま
で
～
」

同
時
開
催
＝
奥
森
吉
讃
歌
発
表

ギ
タ
ー
、
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
奏
者 

あ
る
ま
ん
ど
山
平

フォルクローレ音楽をベー
スに全国各地で活動。 

馬
頭
琴
奏
者 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ａ

馬頭琴奏者として東京をは
じめ全国的な活動を展開。 

ア
ル
パ
奏
者 

ひ
ら
や
ま
　
よ
り
こ

アルパ及びピアニストとし
てフリーにて活動中。 

北
秋
田
市
文
化
会
館
自
主
公
演
事
業
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「
指
定
管
理
者
」が 

　
　
決
定
さ
れ
ま
し
た 
市営施設の 　

平
成
20
年
４
月
か
ら
高
齢
者
福
祉
施

設
の
管
理
・
運
営
を
行
う
「
指
定
管
理
者
」

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
団
体
か

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
８
月
23
日
と
24
日
に
開
催

し
た
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、

各
団
体
か
ら
提
案
さ
れ
た
内
容
等
を
審

議
し
各
施
設
別
の
選
定
結
果
を
踏
ま
え
、

指
定
管
理
者
と
し
て
最
も
適
当
と
認
め

る
団
体
を
指
定
管
理
者
の
候
補
者
と
し

て
９
月
定
例
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
８
福
祉
施
設
の
「
指

定
管
理
者
指
定
議
案
」
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
次
の
と
お
り
各
施
設
の
指
定

管
理
者
を
決
定
（
指
定
）
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
基
本
協
定
書

の
締
結
な
ど
指
定
管
理
者
と
の
協
議
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１．「北秋田市特別養護老人ホーム森泉荘」及び「森泉荘老人短期入所施設」 

名　称：社会福祉法人交楽会 
住　所：北秋田市米内沢字七曲25番地 
代表者：理事長　伊　藤　幸　悦 

・申請の経過 
　募 集 期 間　平成19年７月9日（月）～平成19年８月17日（金） 
　説 明 会　７月19日（木）午前10時～　 
　　　　　　　北秋田市特別養護老人ホーム森泉荘 
・審査の経過　選定委員会　平成19年８月23日（木） 
・応 募 団 体　社会福祉法人交楽会 
・選 定 結 果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

平成20年４月１日から平成30年３月31日（10年間） 

「社会福祉法人交楽会」を指定管理者として指定する議案を可決 

指定管理者
（指定団体）

審査経過・ 
選定結果の概要

指定予定期間

市議会の議決

特別養護老人ホーム森泉荘

阿仁養護老人ホームもろび苑ケアタウンたかのすサポートハウスたかのす

軽費老人ホーム（A型）大野台エコーハイツ
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２．「軽費老人ホーム（Ａ型）大野台エコーハイツ」及び「合川高齢者生活支援施設」 

名　称：社会福祉法人秋田県民生協会 
住　所：北秋田市上杉字金沢240番地 
代表者：理事長　松　岡　　稔 

審査経過・ 
選定結果の概要

・申請の経過 
　募 集 期 間　平成19年７月９日（月）～平成19年８月17日（金）
　説 明 会　７月20日（金）午後１時30分～　　　　　　　　 
　　　　　　　軽費老人ホーム（Ａ型）大野台エコーハイツ 
・審査の経過　選定委員会　平成19年８月23日（木） 
・応 募 団 体　社会福祉法人秋田県民生協会 
・選 定 結 果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定予定期間 平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

市議会の議決 「社会福祉法人秋田県民生協会」を指定管理者として指定する議案を可決 

３．「北秋田市阿仁養護老人ホームもろび苑」及び「もろび苑指定通所介護事業所」 

審査経過・ 
選定結果の概要

・申請の経過 
　募 集 期 間　平成19年７月９日（月）～平成19年８月17日（金）
　説 明 会　７月19日（木）午後１時30分～　 
　　　　　　　北秋田市阿仁養護老人ホームもろび苑 
・審査の経過　選定委員会　平成19年８月23日（木） 
・応 募 団 体　社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会 
・選 定 結 果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定予定期間 平成20年４月１日から平成30年３月31日（10年間） 

市議会の議決 「社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会」を指定管理者として指定する議案を可決 

４．「ケアタウンたかのす」及び「サポートハウスたかのす」 

審査経過・ 
選定結果の概要

・申請の経過 
　募 集 期 間　平成19年７月９日（月）～平成19年８月17日（金）　 
　説 明 会　７月20日（金）午前１0時～　ケアタウンたかのす 
・審査の経過　選定委員会　平成19年８月24日（金） 
・応 募 団 体　社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会　他１団体 
・選 定 結 果（800満点）　 
　　　　　　　指定管理者（指定団体）583点　　Ａ団体　561点　 

指定予定期間 平成20年４月１日から平成30年３月31日（10年間） 

市議会の議決 「社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会」を指定管理者として指定する議案を可決 

指定管理者
（指定団体）

名　称：社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会 
住　所：北秋田市花園町16番１号 
代表者：会長　　　坂　　　司 

指定管理者
（指定団体）

名　称：社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会 
住　所：北秋田市花園町16番１号 
代表者：会長　　　坂　　　司 

指定管理者
（指定団体）
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◆
落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
保
管

期
間
が
３
カ
月
に
な
り
ま
す
。            

◆
落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
情
報

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
さ

れ
、
探
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

◆
携
帯
電
話
や
カ
ー
ド
類
な
ど

個
人
情
報
が
入
っ
た
物
に
つ
い

て
は
、
拾
っ
た
人
が
所
有
権
を

取
得
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

◆
公
共
交
通
機
関
や
店
舗
な
ど

多
く
の
落
と
し
物
や
忘
れ
物
を

取
り
扱
う
事
業
者
を
対
象
に   

特
例
施
設
占
有
者
制
度
が
新
設

さ
れ
ま
す
。 

◆
傘
や
衣
類
な
ど
大
量･

安
価

な
物
等
は
、
２
週
間
以
内
に
落

と
し
主
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合

は
売
却
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

◆
動
物
愛
護
法
に
よ
る
引
取
り

の
対
象
と
な
っ
た
犬･

ね
こ
は

遺
失
物
法
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。 

★
落
と
し
物
や
忘
れ
物
を
さ
れ

た
方
へ
落
と
し
物
や
忘
れ
物
を

し
た
と
思
う
施
設
や
最
寄
り
の

警
察
署
又
は
交
番
・
駐
在
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
警
察
署
又
は
交
番
・
駐
在

所
に
遺
失
の
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
各
都
道
府
県
警
察
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い

た
だ
く
と
、
各
都
道
府
県
内
で

取
り
扱
わ
れ
た
拾
得
物
に
関
す

る
情
報
を
見
て
、
落
と
し
物
や

忘
れ
物
を
探
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

★
落
と
し
物
や
忘
れ
物
を
拾
わ

　
れ
た
方
へ 

　
駅
や
店
舗
な
ど
の
施
設
で
拾
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
施
設
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。
施
設
以
外(

路

上
等)

で
拾
っ
た
場
合
に
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
や
交
番
・
駐
在

所
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。 

★
駅
や
店
舗
な
ど
の
施
設
の
方
へ 

　
駅
や
店
舗
な
ど
の
施
設
で
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
拾
得
物
に
関

す
る
事
項
を
掲
示
す
る
か
、
拾

得
物
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
備
え
付
け
て
閲
覧
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
拾
得

物
の
届
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、

拾
っ
た
方
の
求
め
に
応
じ
て
預

り
書
を
交
付
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。               

問
合
せ 

　
北
秋
田
警
察
署
会
計
課
　
　

　
　
　
　

　　　  
 

62 
¦
１
２
４
５               

               
               
                  
                 

落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
取
扱
方
法
を 

　
定
め
た
遺
失
物
法
が
変
わ
り
ま
す
！ 

平
成
19
年
12
月
10
日
施
行

落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
取
扱

　
　
い
は
ど
う
変
わ
る
の
？

■スポーツ 
▼10・15（月）～19（金）北秋田市鷹巣地
区市民バレーボール大会＝鷹巣体育館 
▼19（金）森吉さわやかウォーキング
＝森吉スポーツセンター周辺 
▼20（土）市スポレク８人制バレーボ
ール大会＝森吉スポーツセンター 
▼20（土）剣道級位審査会＝鷹巣体育館 
▼20（土）～21（日）招待中学校女子バ
スケットボール大会＝合川体育館 
▼27（土）～28（日）北秋田市産業祭＝
鷹巣体育館 
▼28（日）婦人会・梅の木運動会＝合川
体育館 

　生後90日を越えると「犬の登録」と「狂犬
病予防注射」が義務付けられています。下記
の日程で巡回しますので、お釣りのないよう
にお願いします。

注　射　料・・・・・3,070円
１年に１回の注射が必要です。
愛犬手帳を持参ください。

犬の登録

狂 犬 病 
予防接種

 

狂犬病予防接種のお知らせ 

阿仁管内（秋季）

の登録の登録
登録手数料・・・・・3,000円
生涯に１度、登録手続きが必要
です。 
登録事項（飼い主の住所・氏名、
犬種類・名前等）についてメモ
を持参ください。

月  日

10月28日
（日）

阿　仁

地 区 接 　種 　場 　所 接 種 時 間

中村コミュニティセンター ９:00～９:15
阿仁農村環境改善センター ９:25～９:45
荒瀬コミュニティセンター 10:00～10:15
阿仁山村開発センター 10:20～10:40 
ふるさと文化センター 10:45～11:05 
阿仁公民館吉田分館 11:25～11:45
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■公民館 
中央公民館　　　　　 ６２－１１３０
【ロビー展】　花みずきグループ 
10・18（木）行政相談　13:00～15:00 
28（日）・29（月） 
北秋田華道会いけばな展 9:30～17:00 
合川公民館　　　　　 ７８－２１１４ 
【ロビー展】　 
　おもしろカメラ塾（～11月１日） 
10・28（日）梅の木運動会 10:00～15:00 
森吉公民館　　　　　 ７２－３２５９
10・16（火）～18（木） 
パソコン教室 13:30～16:00 
19（金）～21（日） 
市陶芸同好会「作陶展」 
9:00～17:00（21日は15:00まで） 
29（月）成田為三　追善「墓前演奏会」
15:00～16:00 
阿仁公民館　　　　　 ８２－２２２０ 
【ロビー展】作山礼造絵画展「四季彩」 
10・18（木） 
高齢者交通安全大学  9:30～11:30 
26（金）婦人会健やか交流会　10:00～
12:00 

■文化会館 
▼10.20（土）おはなしでてこい＝14:00～ 
▼27（土)ストーンレークス発表会＝
19:00～＝入場無料 

■
心
い
き
い
き
芸
術・文
化
祭 

　
開
催
に
つ
き
各
種
募
集

日
時
　
12
月
６
日（
木)

～
８
日（
土
） 

 
会
場
　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館 

○
県
障
害
者
福
祉
展
作
品
募
集

　
内
容
　
絵
画
、彫
刻
、工
芸
（
手
芸
含

　
　
　
　
む
）、
書
道
、写
真
、陶
芸
、Ｃ

　
　
　
　
Ｇ
ア
ー
ト 

　
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
障
害

　
　
　
　
の
あ
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

　
　
　
　
プ
が
作
成
し
た
作
品 

　
締
切
　
11
月
16
日（
金
） 

○
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

　
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
障
害

　
　
　
　
　
の
あ
る
個
人
ま
た
は
障
害

　
　
　
　
　
者
を
含
む
グ
ル
ー
プ

○
製
品
販
売
参
加
団
体
募
集

申
込
み・問
合
せ
　 

　
心
い
き
い
き
文
化
祭
実
行
委
員
会 

　
　
　

０
１
８-

８
６
４-

２
７
８
０ 

  

■
市
陶
芸
同
好
会
作
陶
展 

日
時
　
10
月
19
日（
金
）～
21
日（
日
） 

　
　
９
時
～
17
時
※
21
日
は
15
時
ま
で 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

問
合
せ
　
市
陶
芸
同
好
会
 

　
　
　
　
　

72-

３
５
６
６ 

■
パ
ソ
コ
ン
教
室
～
エ
ク
セ
ル
初
級 

日
時
　
10
月
16
日（
火
）～
18
日（
木
） 

　
 
 
13
時
30
分
～
16
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
森
吉
公
民
館
職
員 

内
容
　
簡
単
な
表
作
成
や
表
計
算 

対
象
　
文
字
入
力
、マ
ウ
ス
操
作
が
で

　
　
　
き
、エ
ク
セ
ル
初
心
者
の
方 

参
加
費
　
無
料
　
定
員
　
11
人 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、メ
モ
用
紙
等 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

72-

３
２
５
９ 

スポーツ教室開講 
８人制バレーボール教室受講者募集 ８人制バレーボール教室受講者募集 ８人制バレーボール教室受講者募集 

会　　　場　鷹巣体育館　　内　　　容　８人制バレーボール 
参加対象者　北秋田市内の男女問わず誰でも参加できます。初
　　　　　　心者大歓迎です。参加料は無料です。 
　　　　　　運動のできる服装、運動シューズ、汗 
　　　　　　拭きタオルなどを持参してください。 
参 加 申 込　10月29日（月）      
問　合　せ　鷹巣体育館　 62－3800

健康のためには、一週間に一度は「スポーツを楽しめ」と言われています
スポーツで仲間と共に“ いき生き”

お
知
ら
せ 

開催日
10月31日
11月７日
11月14日
11月21日
11月28日
12月９日

昼の部
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
13:00～15:00
10:00～12:00
8:30～16:00（受講成果を出す交流試合）

夜の部
19:00～21:00
19:00～21:00
19:00～21:00
19:00～21:00
19:00～21:00

平成20年６月15日開催

第59回 全国植樹祭 

会　場
　　北秋田市「北欧の杜公園」

テーマ 
「手をつなごう 
　森と水と 
　　　わたしたち」 森っち
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「新しい入国審査手続き」 

                    

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
（
10
月
） 

時
間
　
9
時
30
分
～
12
時 

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
22
日 

　
森
吉
支
所
　
　
　
　
　
16
日
・
23
日 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
17
日
・
24
日 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
18
日
・
25
日 

■
健
康
相
談

時
間
　
9
時
30
分
～
11
時
30
分 

日
程
　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
19
日（
金
） 

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等

持
参
　
健
康
手
帳
（
な
い
方
に
は
相
談

　
　
　
時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

■
む
し
歯
予
防(

フ
ッ
素
イ
オ
ン
導
入
） 

期
日
　
10
月
16
日（
火
） 

時
間
　
13
時
30
分
～
15
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
３
歳
か
ら
就
学
前
ま
で 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
・
タ
オ
ル
・
歯
ブ
ラ
シ 

 

  

■
献
血
日
程 

10
月
22
日（
月
）　
全
血

▼
10
時
～
11
時
30
分
＝
も
ろ
び
苑 

▼
12
時
～
13
時
30
分
＝
山
水
荘 

▼
14
時
30
分
～
16
時
＝
阿
仁
合
駅
前 

11
月
２
日（
金
）　
全
血 

▼
10
時
～
12
時
＝
北
秋
田
地
域
振
興
局 

▼
13
時
～
14
時
45
分
＝ 

　
　
　
　
　
　
鷹
巣
社
会
保
険
事
務
所 

▼
15
時
～
16
時
30
分
＝
北
秋
中
央
病
院 

■
歯
が
健
康
な
方
募
集

◎
７
５
２
０
よ
い
歯
の
認
定

　
75
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

◎
む
し
歯
の
な
い
子

　
５
歳
児
で
む
し
歯
の
な
い
お
子
さ
ん

を
募
集
し
ま
す
。 

 

日　時　10月25日（木）　13:30～15:30 
場　所　合川公民館 
内　容
　講演　「うつ病と認知症について」 
　講師　たかのす今村クリニック 
　　　　院長　伊藤研一氏 
　リラックスタイム　ピッコロの皆さん 
交通手段　阿仁・森吉・鷹巣地区の方は
　　　　　バスが出ます（申込みの際
　　　　　時間を確認してください） 
申込締切　10月19日（金） 
問合せ　市保健センター　 62-6666

第３回 心の健康講座 

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
62-
６
６
６
６ 

問

―　健康づくり標語　―
「地域で支える 

みんなの健康　北秋田」 

日　時　11月11日（日）　９:00～12:30 
場　所　鷹巣体育館 
内　容　表彰式 
　　　　・ラジオ体操100日運動達成者 
　　　　・７５２０よい歯の認定 
　　　　・５ゼロGO！歯っぴーキッズ 
　　　　介護予防運動実技指導
　　　　講師　小林　恵津子氏 
　　　　各健康コーナー　
　　　　キッズコーナー
　※詳細については次号でお知らせします。
問合せ　市保健センター　 62-6666

第３回北秋田市 

１．日　　時　10月25日（木） 10：00～16:00　26日（金） 9:00～15:30 
２．場　　所　古河林業㈱秋田工場内（市内上杉） 
３．対 象 者　チェンソーアートに興味のある方 
４．参 加 料　無料　　　　５．定　　員　先着30名 
６．服装持物　汚れてもいい服装（雨具）、昼食・飲み物等は各自持参 
　　　　　　 ※チェンソーのない方は事前に連絡してください。 
７．内　　容　来年北秋田市で行われる、全国植樹祭ＰＲの巨大モニュメ
　　　　　　　ントの製作やクイックカービングによるプランター等作成 
申込み・問合せ　北秋田地域振興局森づくり推進課　 62－1445

秋田スギのアートで創る全国植樹祭ＰＲ大作戦 

　テロ未然防止の対策として平成18年５月24日に「出入国管理及び難民認定法が」一部改正され、本年11
月から「新しい入国審査手続」が導入されることになりました。遅くとも11月23日までには開始されること
になっていますので、空港でのスムーズな入国審査にご協力お願いします。 
　変更される点は、「外国人が日本に入国する際、指紋と写真情報を提供していただく」ことで、既に日本
に滞在している外国人が再入国する場合も含め、ほぼ全ての外国人が対象となりますので、ご家族や職場の
外国人の方にもお知らせください。
　問合せ　法務省入国管理局　　 ０３－３５８０－４１１１ ホームページ　http://www.immi-moj.go.jp/
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18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子
（
来
春
高

卒
含
む
） 

試
験
　
11
月
中
旬
予
定 

採
用
予
定
　
平
成
20
年
３
月
下
旬
予
定 

身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員 

初
任
給
15
万
７
５
０
０
円
　
賞
与
２
回 

問
合
せ
　
自
衛
隊
大
館
出
張
所 

　
　
　  

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８ 

■
交
通
事
故
無
料
相
談 

　
保
険
の
請
求
が
よ
く
分
か
ら
な
い
、

納
得
が
い
か
な
い
、事
故
の
被
害
者
ま
た

は
加
害
者
に
な
っ
て
困
っ
た
等
交
通
事

故
で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
日
　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
） 

時
間
　
９
時
～
12
時
、13
時
～
17
時 

弁
護
士
相
談
　
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
13
時
～
16
時（
要
予
約
・
要
面
談
・
無
料
） 

問
合
せ
　
秋
田
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

０
１
８-

８
２
３-

５
９
２
２ 

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
　 

　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
小
林
紀
子
氏 

▼
「
明
日
使
え
る
職
務
経
歴
書
を
作
っ

て
み
よ
う
」等 

※
受
講
無
料 

問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣 

　
　
　
　
　

60-

１
５
８
６ 

■
食
品
衛
生
ス
リ
ー
ラ
イ
ン
懇
談
会 

期
日
　
11
月
６
日（
火
） 

時
間
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分 

場
所
　
市
中
央
公
民
館
３
階
会
議
室 

内
容
　
講
演
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
性
胃
腸
炎
と
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

感
染
症
の
現
状
に
つ
い
て
」等 

問
合
せ
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部 

　
　
　
　
　

62-

１
１
６
５ 

■
自
衛
官
募
集（
追
加
） 

募
集
内
容
　
２
等
陸
・
海
・
空
士
 

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
 

  

■
身
体
障
害
者(

肢
体
不
自
由) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巡
回
相
談 

期
日
　
11
月
８
日（
木
） 

時
間
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

場
所
　
在
宅
障
害
者
支
援
施
設 

　
　
　
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る（
能
代
市) 

対
象
者
　
手
足
に
不
自
由
を
感
じ
て
い

　
　
　
　
る
方 

問
合
せ
　
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課 

　
　
　
　
　

62-

１
１
１
３ 

■
が
ん
ば
れ
再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー 

期
日
　
10
月
16
日（
火
） 

時
間
　
10
時
～
15
時 

場
所
　
市
中
央
公
民
館 

内
容
　
▼
講
演「
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」 

聖
霊
女
子
短
期
大
学 

お
知
ら
せ 

むし歯のない子（３歳児健診）

奥 山 あ い り
小 塚 み ゆ う
小 林 あ い
疋 田 わ た る
山 本 ほ の か
堀 部 ゆ い と
松 橋 は る か
河田こうすけ
山 口 あ い
八 代 な ゆ
魚住りゅうき
宮 野 ゆ う き
野 呂 え り お
工 藤 ゆ い
長 岐 や ま と
間 嶋 は る ね
佐 藤 は る き
工 藤 だ い き
大 阪 は る と
　

あけぼの町
堂 ケ 岱
七 日 市
あけぼの町
綴 子
前 野
東 横 町
元 町
米 代 町
鷹 巣
伊 勢 町
綴 子
脇 神
綴 子
深 関
南 鷹 巣
鷹巣 大 町
舟 見 町
深 関

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

鷹巣会場

　行政相談は、役所や公団・公庫等の仕事に関して苦情や要望につ
いて相談に応じ、その解決をお手伝いするものです。 
　日　時　10月18日（木）
　鷹　巣　市中央公民館　13:00～15:00　河田弘美さん　 62－3896 
　森　吉　前田出張所　　10:00～14:00　日景真紀子さん 72－3093 
　阿　仁　大阿仁出張所　10:00～15:00　蒲　芳さん　　 82－2780 
　日　時　10月19日（金）
　合　川　合川支所　　　10:00～15:00　金田功子さん　 78－4918 

秋の 行 政 相 談週 間  

ひまわりの家  15周年記念イベント 

期  　  日  10月20日（土）～21日（日）
開館時間  ８:30～19:00
　20～21日・15日生まれの方は、入
　　　　　館無料（免許証及び保険証
　　　　　等の提示をお願いします）
　20～21日・季節野菜の終日販売（愛
　　　　　生園）その他個人販売（野
　　　　　菜・果物）
　20～21日・食堂ではコーヒー無料
　　　　　飲み放題
　21日・アトラクション（12:00～）
　　　小町雪乃歌謡ショー（ゲスト多数）
　21日・お楽しみ抽選会（15:00～）
　　　整理券発行（10:00～）
問合せ　ひまわりの家　 78－4025
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お
知
ら
せ 

  

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す
《
９
月
》 

　
慶
弔
費
な
し
▽
会
費
１
万
２
５
５
０

円（
３
件
）▽
そ
の
他
４
万
６
０
０
０
円

（
２
件
）▽
合
計
５
万
８
５
５
０
円（
５
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

■
入
札
結
果
の
公
表
《
９
月
》 

　
　
　《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

　
市
道
大
町
七
曲
線
側
溝
改
良
工
事
▽

６
１
８
万
４
５
０
０
円
▽
吉
満
組
㈲
／

鎌
沢
地
区
管
路
補
修
工
事（
第
０
０
１

９
１
号
工
事
）▽
１
４
９
１
万
円
▽
㈱

伊
勢
組
／
松
ヶ
丘
・
下
杉
団
地
水
洗
化

工
事（
第
１
工
区
）▽
６
０
０
万
６
０
０

０
円
▽
㈲
工
藤
設
備
工
業
所
／
松
ヶ
丘
・

下
杉
団
地
水
洗
化
工
事（
第
２
工
区
）▽

３
２
３
万
４
０
０
０
円
▽
㈲
工
藤
設
備

工
業
所
／
松
ヶ
丘
・
下
杉
団
地
水
洗
化

工
事（
第
３
工
区
）▽
３
５
１
万
７
５
０

０
円
▽
㈲
合
川
水
道
施
設
工
業
所
／
舗

装
復
旧
工
事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
２
）▽

１
９
１
１
万
円
▽
㈲
丸
栄
建
設
／
舗
装

復
旧
工
事（
阿
仁
合
処
理
区
）▽
２
４
８

８
万
５
０
０
０
円
▽
㈱
松
岡
組
／
面
整

備
工
事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
６
）▽
１
５

８
０
万
２
５
０
０
円
▽
㈲
松
尾
土
木
／

面
整
備
工
事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
７
）▽

６
１
８
４
万
５
０
０
０
円
▽
朝
日
建
設

㈱
／
平
成
19
年
度
村
づ
く
り
交
付
金（
合

川
地
区
）第
０
１
２
０
１
号
工
事
▽
７

６
１
万
２
５
０
０
円
▽
㈱
佐
藤
庫
組
／

平
成
19
年
度
村
づ
く
り
交
付
金（
合
川

地
区
）第
０
１
２
０
２
号
工
事
▽
６
６

１
万
５
０
０
０
円
▽
㈲
合
川
水
道
施
設

工
業
所
／
電
磁
流
量
計
取
替
工
事（
鎌

沢
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
）▽

２
６
７
万
７
５
０
０
円
▽
大
館
桂
工
業

㈱
北
秋
田
営
業
所
／
合
川
地
区
統
合
簡

易
水
道
施
設
整
備
事
業
高
区
配
水
管
布

設
工
事（
１
工
区
）▽
１
７
７
３
万
４
５

０
０
円
▽
㈲
工
藤
設
備
工
業
所
／
合
川

地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
高

区
配
水
管
布
設
工
事（
２
工
区
）▽
１
７

３
２
万
５
０
０
０
円
▽
㈲
宗
和
／
北
秋

田
市
役
所
庁
舎
屋
上
改
修
工
事
▽
２
９

０
万
３
２
５
０
円
▽
大
栄
建
工
㈱ 

■
市
民
プ
ー
ル
休
館
日
変
更 

　
市
民
の
皆
さ
ん
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、運

動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
健
康

増
進
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、リ
ハ
ビ
リ
な

ど
に
市
民
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

10
月
よ
り
、
月
曜
日
が
休
館
日
と
な
り

ま
し
た
。

※
水
曜
日
は
通
常
通
り
の
開
館
と
な
り

　
ま
す
。

問
合
せ
　
市
民
プ
ー
ル

62-

５
０
０
１ 

平成21年5月までに 
 

 

　裁判員制度は、国民の皆さんに裁判員として刑事裁判に参加してもらう制度です。６人の裁判員と３人の裁
判官が裁判に立会い、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかを判断します。
　裁判に参加していただくことで、裁判を身近に感じていただき、分かりやすい裁判の実現を通して司法への
信頼が高まっていくことが期待されています。

裁判員制度が始まります  

 

①裁判員候補者名簿の作成 選挙権のある方の中から翌年の裁判員候補者となる方を毎年くじで選び、
名簿を作ります。名簿に載った方には連絡がいきます。

②事件ごとに候補者名簿から
　くじで裁判員候補者を選定

④裁判員となる方の選任

③候補者から裁判員を選ぶ
　ための手続

実際に裁判を行うことになったら、①の名簿からくじで裁判員候補者を
選びます。くじで選ばれた候補者には，裁判所に来ていただく日時をお知
らせします。※候補者の方に都合を付けていただくために、裁判所に来て
いただく日の約６週間前に通知します。
②で選ばれた方に、実際に裁判所に来ていただき、裁判長からの辞退希望
の有無や理由などについての質問に答えていただきます。その結果辞退
が認められた方は候補者から除外されます。

除外されなかった候補者から、６人の裁判員を選任します（必要に応じて
補充裁判員も選任）。
①で候補者となった方には、あらかじめ裁判所から調査票や質問票をお送り
し、候補者の事情をお尋ねします。裁判所に来れない事情が認められた方には、
呼出しを取り消して、裁判所に来ていただかなくても済むようにします。

裁
判
員
選
任
手
続
の
流
れ
 

＋
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

慶
弔
だ
よ
り
９
月
16
日
～
30
日
届
出
分

INFORMATION お知らせ

（診療時間 午後６：３０～９：００）

■次の事項をご確認ください 
▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はして
いません。年齢・病気の病状にかかわらず事前
に当番医に電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表 夜間 
診療 

税の納期限

人口と世帯数 

※９月30日現在住民基本台帳による

総人口　39,328人（27人減）
　男　　18,573人（18人減）
　女　　20,755人（ 9人減）
　出生　17人　転入　29人
　死亡　38人　転出　34人
世帯数  14,784世帯（4世帯減）

前月比 

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す

畠

山

尚

己

石
田
裕
美
子

な

お

き

ゆ

み

こ
　
さ
ん

　
さ
ん

二
本
杉

鷹
巣
大
町

（

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
） 

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

506875867293

ひ
と
し

よ
ね
お
 

け
い
さ
く

 
 
 
 

は
ま
こ
 

こ
う
い
ち

し
ょ
う
い
ち

10 月3 1日まで 

市 県 民 税
国民健康保険税

お
誕
生
お
め
で
と
う

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す

瀬
田
川
七
星
 

渡
部
晴
稀
 

小
森
大
志
 

中
嶋
怜
奈
 

藤
岡
慧
理
海
 

織
田
恒
星
 

伊
藤
颯
汰
 

下
家
下
 

あ
け
ぼ
の
町

合

川

 
 

 

鶴

田

  

松
山
町
 
 

根
森
田
 
 

阿
仁
幸
屋
渡

二
男

長
男

二
男

長
女

長
女

二
男

長
男

一
則

智
和

定
美

勇
人武崇

 
博
貴

昌
子

里
美

麻
衣
子

美
里

フ
ェ

祥
子

智
恵
子

な
な
せ
 

は
る
き
 

た
い
し
 

れ
い
な
 

え
り
か
 

こ
う
せ
い

そ
う
た
 ち

ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

）））））

（（（（（（（

））

土
濃
塚
　
仁 

野
村
　
米
男 

柴
田
　
敬
作 

土
佐
　
イ
ト 

田
中
　
濱
子 

児
玉
　
孝
一 

松
橋
　
昭
一 

佐
藤
　
シ
ヅ
ヱ 

松
橋
　
ハ
ル 

芹

沢

神

成

 

小

又

 
　
止
　

下
前
田 

阿
仁
銀
山 

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
幸
屋
渡

717394

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
） 

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

伊
藤
ス
ヱ
ノ

中
島
マ
サ
子

花
田
文
男 

長
岐
直
人 

佐
藤
イ
サ 

金
　
勇
三
郎

杉
渕
正
志 

永
井
久
男 

松
岡
利
也 

松
橋
七
太
郎

元

町

鷹
巣
大
町

綴
子
下
町

高
森
岱

坊
沢
相
善
町

西
根
田

杉
山
田

上

杉

羽
根
山

三

里

93779650968761

  
 
 

 
 
 
 

ふ
み
お
 

な
お
ひ
と
　

 
 
 
 

ゆ
う
ざ
ぶ
ろ
う
　

ま
さ
し
 

ひ
さ
お
 

と
し
や
 

し
ち
た
ろ
う
 

737183

佐

藤

武

光

ク
ラ
イ
ス
ト
ア
ン
・
チ
ャ
ン
・
ア
ボ
ン
グ

た
け
み
つ

　
さ
ん

　
さ
ん

栄
摩
当

フ
ィ
リ
ピ
ン

（
中

村

隼

人

吉
田
由
希
子

は

や

と

ゆ

き

こ
　
さ
ん

　
さ
ん

堂
ヶ
岱

細

田

（

第３期
第４期

日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

電話番号
69－5300
82－2351
62－1420
62－1146
60－1055
62－2882
62－1101
62－1267
62－1400
62－1155
62－1455
63－0105
72－4501
78－3161
62－2261
78－3338

医 療 機 関 名
毛利整形外科クリニック
阿 仁 病 院
佐藤外科消化器科医院
奈 良 医 院
うえ だ ク リニ ッ ク
藤 原 医 院
盛 岡 外 科 医 院
と し ま 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
近 藤 医 院
北 秋 中 央 病 院
佐々木産婦人科医院
公立米内沢総合病院
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
疋田 外 科 内科 医 院

お
詫
び
と
訂
正

　
前
号
広
報
き
た
あ
き
た
19
ペ
ー
ジ
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。 

正
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見直そう　活かそう　郷土の資源 

北秋田市 北秋田市 
　「見直そう　活かそう　郷土の資源」をテ
ーマに農産物および特産品、産業全体の展示
および販売などが行われます。
　期間中は、郷土芸能や内陸線フォーラム、
チェンソーアートなどのイベントや各種コー
ナーを予定しています。多数の皆さんのご来
場をお待ちしています。

会場案内図 
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展示・販売（館内・駐車場）
〔体育館〕
　特産品販売市・企業出店展示・商業者出店
販売・ＪＡ女性部食堂、各高校等の出展・植
樹祭ＰＲコーナー等 
〔駐車場〕
　木工教室・苗木販売・警察車輌の展示・市消
防本部ハシゴ車展示・煙体験コーナー、ソーラ
ーカー・献血コーナー、商業者出店販売等 
〔サブ体育館〕
商業者出店販売 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芸能・イベント（ステージ）

　27日　 
　11:00～　歌謡ショー　北海三郎、浅野寿美ほか 
　13:00～　内陸線フォーラム 
　　　　　　（鷹巣阿仁青年会議所） 
　　　　　　「秋田内陸縦貫鉄道再生で北秋
　　　　　　　田の活力を取り戻そう！」 
　28日 
　11:00～　猿倉人形芝居（県無形民俗文化財） 
　13:00～　地元民謡ショー 
問い合わせ　市商工観光課　 ６２－６６７６　　　 

秋田内陸線無料列車のご案内
駅　名
阿仁マタギ
阿　仁　合
西　鷹　巣

上り 下り
８:０６
８:４０
９:３４

駅　名

阿仁マタギ
西　鷹　巣 １５:５９

１７:４１

　各駅の時刻については時刻表を確認ください。 
　利用希望者は、阿仁支所、森吉支所、合川支
所に整理券をおいていますのでご利用ください。 

第２回 

産業祭  産業祭  とき　10月2 7日（土）・2 8 日（日） 場所　鷹巣体育館・サブ体育館・駐車場 

鷹
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育
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至合川
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